
野
党
「
憲
政
史
上
最
悪
」

象
が
広
が
れ
ば
、
外
国
人
労

働
者
へ
の
依
存
を
深
め
、
日

本
人
の
雇
用
へ
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
そ
う
だ
。

　

政
府
は
６
月
に
閣
議
決
定

し
た
骨
太
方
針
に
、
外
国
人

材
の
新
た
な
在
留
資
格
の
創

設
を
盛
り
込
ん
だ
。
単
純
労

働
者
の
就
労
を
事
実
上
容
認

す
る
内
容
で
、
月
内
に
関
係

閣
僚
会
議
を
開
い
て
必
要
な

法
整
備
を
進
め
、
２
０
１
９

年
４
月
の
運
用
開
始
を
目
指

し
て
い
る
。

　

経
産
省
は
１
２
日
、
製
造

業
の
外
国
人
材
受
け
入
れ
に

関
し
、
企
業
や
業
界
団
体
、

自
治
体
関
係
者
を
招
い
て
説

明
会
を
開
催
。
受
け
入
れ
企

業
に
は
外
国
人
の
生
活
支
援

が
求
め
ら
れ
る
ほ
か
、
Ｉ
Ｔ

の
導
入
に
よ
る
生
産
効
率
化

　
【
共
同
】
第
１
９
６
通
常
国
会
で
焦
点
と
な
っ
た
カ
ジ
ノ
解
禁
を
含
む
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
施
設
（
Ｉ
Ｒ
）
整
備
法

は
２
０
日
夜
の
参
院
本
会
議
で
、
自
民
、
公
明
、
日
本
維
新
の
会
の
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
、
成
立
し
た
。
こ
れ

に
先
立
ち
、
衆
院
本
会
議
で
、
野
党
６
党
派
が
提
出
し
た
安
倍
内
閣
不
信
任
決
議
案
が
与
党
と
維
新
の
反
対
で
否

決
さ
れ
た
。
立
憲
民
主
党
の
枝
野
幸
男
代
表
は
森
友
、
加
計
学
園
問
題
や
政
権
の
西
日
本
豪
雨
対
応
を
批
判
し
「
民

主
主
義
と
立
憲
主
義
の
見
地
か
ら
憲
政
史
上
最
悪
の
国
会
だ
」
と
述
べ
た
。
通
常
国
会
は
事
実
上
、
閉
幕
し
た
。

安
倍
内
閣
不
信
任
案
を
否
決

　

人
手
不
足
が
深
刻
な
、
金

属
プ
レ
ス
や
鋳
造
な
ど
金
属

加
工
業
の
中
小
企
業
が
対
象

と
な
る
公
算
が
大
き
い
。
製

造
業
の
他
の
業
種
や
水
産

業
、
食
品
加
工
業
も
選
ば
れ

る
可
能
性
が
あ
る
。
経
済
産

業
省
を
は
じ
め
各
省
庁
が
業

界
団
体
な
ど
か
ら
意
見
を
聞

き
、
具
体
的
な
業
種
を
絞
り

込
む
が
、
な
し
崩
し
的
に
対

　
【
共
同
】
政
府
は
２
０
日
、

創
設
を
目
指
す
外
国
人
材
受

け
入
れ
の
新
制
度
を
巡
り
、

製
造
業
や
水
産
業
な
ど
を
対

象
と
す
る
方
向
で
検
討
に

入
っ
た
。
当
初
の
受
け
入
れ

業
種
と
し
て
い
た
農
業
、
建

設
、
造
船
、
宿
泊
、
介
護
の

５
分
野
に
限
ら
ず
対
象
を
広

げ
る
。
日
本
経
済
の
屋
台
骨

で
あ
る
自
動
車
産
業
な
ど
製

造
業
で
受
け
入
れ
が
広
が
る

可
能
性
が
出
て
き
た
。

政
府
、
５
分
野
に
限
定
せ
ず

カジノ法が成立
経
済
の
屋
台
骨
、
水
産
も

外
国
人
材
、
製
造
業
に
拡
大

初
の
司
法
取
引
、
法
人
不
起
訴

タ
イ
贈
賄
、
元
取
締
役
ら
起
訴

に
基
づ
き
、
捜
査
に
協
力
し

た
法
人
は
不
起
訴
処
分
と
し

た
。

　

在
宅
起
訴
さ
れ
た
の
は
、

Ｍ
Ｈ
Ｐ
Ｓ
顧
問
の
内
田
聡
元

取
締
役
（
６
４
）
と
錦
田
冬

彦
元
執
行
役
員
（
６
２
）、

辻
美
樹
元
部
長
（
５
６
）。

特
捜
部
は
３
人
の
認
否
を
明

ら
か
に
し
て
い
な
い
。
賄
賂

提
供
に
直
接
関
わ
っ
た
当
時

の
担
当
社
員
は
立
件
し
な

か
っ
た
。

　

火
力
発
電
事
業
部
門
が
Ｍ

Ｈ
Ｐ
Ｓ
に
統
合
さ
れ
る
前

の
三
菱
重
工
業
（
東
京
）
は

２
０
１
３
年
、
タ
イ
で
発
電

所
建
設
事
業
を
受
注
。
起
訴

状
に
よ
る
と
、
内
田
被
告

ら
は
１
５
年
２
月
中
旬
ご

ろ
、
現
地
の
港
に
資
材
を
荷

揚
げ
す
る
際
、
タ
イ
運
輸
省

港
湾
局
の
支
局
長
か
ら
許
可

条
件
に
違
反
す
る
と
指
摘

さ
れ
、
黙
認
し
て
も
ら
う

な
ど
の
便
宜
を
受
け
る
た

め
、
輸
送
業
者
を
通
じ
て
現

金
１
１
０
０
万
バ
ー
ツ
（
約

３
９
０
０
万
円
）
を
渡
し
た

と
し
て
い
る
。

　

Ｍ
Ｈ
Ｐ
Ｓ
の
説
明
に
よ
る

と
、
現
地
で
架
空
の
工
事

を
発
注
し
て
裏
金
を
捻
出

し
、
支
局
長
側
か
ら
要
求
さ

れ
た
２
千
万
バ
ー
ツ
を
支

払
っ
た
。
賄
賂
を
渡
さ
な
け

れ
ば
荷
揚
げ
で
き
る
ま
で
４

〜
５
カ
月
か
か
り
、
発
注
者

へ
の
遅
延
損
害
金
が
最
大
約

６
０
億
円
に
上
る
可
能
性
が

あ
っ
た
と
い
う
。
特
捜
部

は
、
支
局
長
へ
の
提
供
が
確

認
で
き
た
分
を
賄
賂
と
判
断

し
た
。

　

事
件
当
時
、
内
田
被
告
は

発
電
所
建
設
事
業
を
統
括
。

錦
田
被
告
は
資
材
調
達
の
責

任
者
と
し
て
辻
被
告
ら
を
指

示
す
る
立
場
だ
っ
た
。
贈
賄

行
為
に
関
与
し
た
役
員
や
社

員
は
計
十
数
人
に
上
る
。

　

Ｍ
Ｈ
Ｐ
Ｓ
は
１
５
年
３

月
、
内
部
告
発
で
不
正
を
把

握
。
社
内
調
査
の
結
果
、
不

正
競
争
防
止
法
に
抵
触
す
る

と
判
断
し
、
東
京
地
検
に
報

告
し
た
。
今
年
６
月
、
検
察

側
か
ら
司
法
取
引
（
協
議
・

合
意
制
度
）
の
適
用
を
提
案

さ
れ
、
今
月
に
入
っ
て
双
方

が
「
合
意
内
容
書
面
」
に
署

名
し
た
。

　

特
捜
部
は
タ
イ
当
局
に
捜

査
共
助
を
要
請
し
て
関
連
証

拠
の
提
供
を
受
け
、
内
田
被

告
ら
の
事
情
聴
取
を
進
め
て

い
た
。

害
対
応
は
続
く
。
復
旧
、
復

興
に
全
力
を
尽
く
す
」
と
述

べ
た
。

　

枝
野
氏
は
不
信
任
案
の
趣

旨
弁
明
で
、
参
院
定
数
を
６

増
や
す
改
正
公
選
法
や
Ｉ

Ｒ
整
備
法
の
強
引
な
進
め
方

や
、
森
友
、
加
計
学
園
問
題

に
触
れ
な
が
ら
約
２
時
間

４
３
分
に
わ
た
り
首
相
を
非

難
。「
国
民
生
活
の
将
来
に

禍
根
を
残
す
。
う
そ
や
ご
ま

か
し
を
ま
ん
延
さ
せ
、
モ
ラ

ル
ハ
ザ
ー
ド
（
倫
理
観
の
欠

如
）
を
生
じ
さ
せ
れ
ば
、
必

ず
歴
史
に
断
罪
さ
れ
る
」
と

訴
え
た
。

　

自
民
党
の
金
田
勝
年
幹
事

長
代
理
は
「
朝
鮮
半
島
情
勢

が
大
き
く
変
わ
る
可
能
性

が
あ
る
中
、
外
交
の
か
じ
取

り
を
任
せ
ら
れ
る
リ
ー
ダ
ー

は
安
倍
首
相
の
ほ
か
に
い
な

い
」
と
反
論
し
た
。

　

不
信
任
案
は
立
民
、
国
民

民
主
、
共
産
、
自
由
、
社
民

の
野
党
５
党
と
衆
院
会
派

「
無
所
属
の
会
」
の
党
首
ら

自
民
総
裁
選
へ
事
実
上
突
入

首
相
と
石
破
氏
、
対
決
構
図

の
会
談
を
経
て
、
２
０
日
午

前
に
共
同
提
出
さ
れ
た
。
一

連
の
不
祥
事
に
触
れ
「
安
倍

内
閣
は
議
会
制
民
主
主
義
の

根
幹
を
破
壊
し
た
。
前
代
未

聞
の
蛮
行
で
、
断
じ
て
許
さ

れ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
し

た
。

　

Ｉ
Ｒ
整
備
法
は
、
カ
ジ
ノ

を
賭
博
罪
の
適
用
対
象
か
ら

外
し
、
解
禁
す
る
の
が
柱
。

Ｉ
Ｒ
は
全
国
３
カ
所
を
上
限

に
整
備
し
、
日
本
人
か
ら
入

場
料
６
千
円
を
徴
収
す
る
。

野
党
は
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存

症
防
止
策
や
治
安
対
策
が
不

十
分
と
反
発
し
た
。

　

通
常
国
会
は
１
月
２
２
日

に
召
集
さ
れ
た
。
対
決
法
案

と
な
っ
た
働
き
方
法
や
参

院
６
増
法
、
Ｉ
Ｒ
整
備
法
は

与
党
が
野
党
の
反
対
を
押
し

切
っ
て
成
立
さ
せ
た
。
会
期

は
７
月
２
２
日
ま
で
延
長
さ

れ
た
。

地
域
経
済
活
性
化
に
効
果

誘
致
自
治
体
、
歓
迎
の
声

　
【
共
同
】
カ
ジ
ノ
を
解
禁

す
る
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
施
設

（
Ｉ
Ｒ
）
整
備
法
が
２
０
日

に
成
立
し
た
の
を
受
け
、
Ｉ

Ｒ
誘
致
を
表
明
し
て
い
る
自

カジノを含む統合型リゾート施設整備法が成立した参院本会議＝２０日午後（共同）

や
、
女
性
や
高
齢
者
の
就
業

を
後
押
し
す
る
こ
と
が
前
提

に
な
る
と
説
明
し
た
。

　

金
属
加
工
業
は
人
口
減
少

や
東
京
一
極
集
中
の
影
響
で

人
材
確
保
が
困
難
を
極
め
て

い
る
。力
仕
事
が
求
め
ら
れ
、

一
定
の
若
年
労
働
者
が
集
ま

ら
な
い
と
、
操
業
を
続
け
る

の
は
難
し
い
。

　

現
在
の
外
国
人
技
能
実
習

制
度
の
在
留
期
間
は
最
長
５

年
だ
が
、
新
制
度
を
合
わ
せ

る
と
計
１
０
年
に
延
び
る
。

在
留
中
に
高
い
専
門
性
を
身

に
付
け
た
外
国
人
材
は
、
在

留
期
限
の
な
い
資
格
に
移
行

で
き
る
よ
う
に
す
る
見
通
し

だ
。
た
だ
条
件
と
な
る
技
能

水
準
を
ど
う
定
義
付
け
る
か

と
い
っ
た
課
題
も
残
る
。

治
体
か
ら
は
「
投
資
を
呼
び

込
み
、
日
本
経
済
の
成
長
と

地
域
の
活
性
化
に
有
効
な
方

策
だ
」（
和
歌
山
県
の
仁
坂

吉
伸
知
事
）
な
ど
と
、
歓
迎

す
る
声
が
相
次
い
だ
。

　

誘
致
レ
ー
ス
で
先
行
し
、

最
初
の
整
備
地
と
し
て
最
有

力
と
も
み
ら
れ
て
い
る
大
阪

府
の
松
井
一
郎
知
事
は
「
こ

れ
ま
で
の
準
備
で
、
大
阪
は

突
出
し
て
い
る
。
速
や
か
に

手
続
き
を
ス
タ
ー
ト
す
る
」

　
【
共
同
】
司
法
取
引
制
度

が
初
め
て
適
用
さ
れ
た
タ
イ

の
発
電
所
建
設
に
絡
む
贈
賄

事
件
で
、
東
京
地
検
特
捜
部

は
２
０
日
、
不
正
競
争
防
止

法
違
反
（
外
国
公
務
員
へ
の

贈
賄
）
の
罪
で
、
大
手
発

電
機
メ
ー
カ
ー
「
三
菱
日
立

パ
ワ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
」（
Ｍ

Ｈ
Ｐ
Ｓ
、
横
浜
市
）
の
元
取

締
役
ら
３
人
を
在
宅
起
訴
し

た
。
司
法
取
引
の
合
意
内
容

　
【
共
同
】
通
常
国
会
の
閉

幕
を
受
け
、
自
民
党
は
９
月

と
意
気
込
ん
だ
。

　

長
崎
県
は
、
佐
世
保
市
の

大
型
リ
ゾ
ー
ト
施
設
ハ
ウ
ス

テ
ン
ボ
ス
を
候
補
地
に
官
民

で
誘
致
活
動
を
し
て
い
る
。

朝
長
則
男
市
長
は
「
大
い
な

る
第
一
歩
だ
」
と
成
立
を
評

価
。
中
村
法
道
知
事
も
「
大

き
な
前
進
。（
整
備
地
の
）

認
定
を
得
ら
れ
る
よ
う
九
州

各
県
や
経
済
団
体
と
協
力

し
、
全
力
で
取
り
組
む
」
と

の
談
話
を
出
し
た
。

７
０
年
ぶ
り
の
大
改
革
を
成

し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
」

と
強
調
。
西
日
本
豪
雨
に
触

れ
「
国
会
が
終
わ
っ
て
も
災

　

安
倍
晋
三
首
相
は
自
民
党

代
議
士
会
で
、
働
き
方
改
革

法
の
成
立
に
つ
い
て
「
働

き
方
改
革
国
会
と
銘
打
ち
、

通常国会閉幕

米
日
本
大
使
館
の
相
川
一
俊

特
命
全
権
公
使
は
「
日
本
か

ら
の
車
や
部
品
の
輸
入
は
米

国
の
安
全
保
障
の
脅
威
で
は

な
く
、
将
来
も
そ
う
な
ら
な

い
」
と
述
べ
、
日
本
政
府
と

し
て
輸
入
制
限
に
強
く
反
対

し
た
。

　

欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
と
カ

ナ
ダ
の
代
表
は
、
輸
入
制
限

に
対
抗
し
報
復
す
る
構
え
を

示
し
た
。
メ
キ
シ
コ
、
韓
国

な
ど
の
出
席
者
も
相
次
い
で

反
対
を
表
明
。
米
業
界
団
体

も
価
格
上
昇
で
消
費
者
の
負

担
が
増
え
る
と
批
判
し
た
。

内
外
か
ら
不
満
が
噴
出
し
て

お
り
米
政
権
が
強
行
す
れ

ば
、
各
国
・
地
域
と
の
貿
易

摩
擦
が
一
段
と
深
刻
化
し
そ

う
だ
。

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
は
外
国
製

の
車
や
部
品
の
大
量
流
入
を

安
全
保
障
上
の
脅
威
と
み

て
、
米
通
商
拡
大
法
２
３
２

条
に
基
づ
い
て
高
率
の
追
加

関
税
を
課
す
輸
入
制
限
を
検

討
し
て
い
る
。
公
聴
会
で
は

米
団
体
も
反
対
し
た
が
、
鉄

鋼
と
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
輸
入

制
限
で
は
米
国
内
の
反
対
論

を
押
し
切
っ
た
経
緯
が
あ

り
、
今
回
も
予
断
を
許
さ
な

い
。

　

相
川
氏
は
「
日
本
の
自

動
車
メ
ー
カ
ー
は
米
国
で

多
く
の
雇
用
を
生
み
出

し
、
現
地
で
の
投
資
を
通
じ

て
経
済
成
長
を
支
え
て
き

た
」
と
訴
え
た
。
日
本
メ
ー

カ
ー
は
４
８
０
億
ド
ル
（
約

米商務省の公聴会で意見を述べる在米日本大使館の相川一俊特命全権公使（左端）ら＝１９日、ワシントン（共同）

の
総
裁
選
へ
事
実
上
突
入
す

る
。
安
倍
晋
三
首
相
（
党
総

裁
）
は
連
続
３
選
を
目
指
し

て
基
盤
固
め
を
急
ぐ
。
次
期

総
裁
に
意
欲
を
示
す
石
破
茂

元
幹
事
長
は
地
方
行
脚
を
加

速
。
対
決
構
図
が
生
ま
れ
つ

つ
あ
り
、
６
年
ぶ
り
の
選
挙

戦
と
な
る
情
勢
だ
。
出
馬
の

是
非
を
検
討
す
る
岸
田
文
雄

政
調
会
長
の
判
断
が
当
面
の

焦
点
と
な
る
。
野
田
聖
子
総

務
相
も
２
０
人
の
推
薦
人
確

保
に
懸
命
だ
。

　

党
執
行
部
は
総
裁
選
日
程

に
つ
い
て
「
９
月
７
日
告
示

―
２
０
日
投
開
票
」
で
調
整

中
。
首
相
は
出
身
の
細
田
派

や
麻
生
派
、
二
階
派
の
支
持

を
得
て
国
会
議
員
票
で
優
位

に
立
つ
。
西
日
本
豪
雨
の
被

災
地
対
応
を
優
先
さ
せ
、
８

月
に
立
候
補
を
正
式
表
明
す

る
意
向
だ
。
２
０
１
２
年
総

裁
選
で
石
破
氏
に
大
敗
し
た

地
方
票
（
党
員
・
党
友
票
）

の
確
保
に
懸
念
が
あ
り
、
都

道
府
県
連
幹
部
へ
働
き
掛
け

を
強
め
る
。

　

石
破
氏
は
２
０
日
、
国
会

内
で
開
い
た
会
合
で
総
裁
選

対
応
の
一
任
を
取
り
付
け

た
。
記
者
団
に
「
仲
間
の
意

見
を
聞
き
、
し
か
る
べ
き
時

期
に
決
断
を
し
た
い
」
と
立

候
補
に
重
ね
て
意
欲
を
示
し

た
。
地
方
票
で
リ
ー
ド
す
る

こ
と
で
国
会
議
員
を
動
か

し
、
派
閥
の
壁
を
壊
す
戦
略

を
描
く
。
各
地
の
講
演
で
、

東
京
一
極
集
中
の
打
破
と

地
方
創
生
の
重
要
性
を
訴
え

る
。

　

岸
田
氏
は
記
者
団
に
「
適

切
な
時
期
に
対
応
を
明
ら
か

に
し
た
い
。
さ
ま
ざ
ま
な

政
治
の
動
き
な
ど
を
総
合
的

に
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
説
明
。
１
７
日
の
岸

田
派
臨
時
総
会
で
総
裁
選
対

応
の
一
任
を
受
け
た
。
党
政

務
調
査
会
の
改
革
案
を
ま
と

め
、
行
き
過
ぎ
た
官
邸
主
導

を
見
直
す
姿
勢
を
示
す
。

　

野
田
氏
は
「
３
年
前
の
総

裁
選
で
立
ち
上
が
ろ
う
と
し

た
気
持
ち
は
変
わ
っ
て
い
な

い
」
と
記
者
団
に
語
っ
た
。

　

一
方
、
立
憲
民
主
党

は
初
の
党
大
会
を
９
月

２
９
、３
０
両
日
に
開
催
す

る
。
国
民
民
主
党
は
「
８
月

２
２
日
告
示
―
９
月
４
日
投

開
票
」
で
代
表
選
を
行
う
。

来
年
夏
の
参
院
選
で
の
共
闘

態
勢
構
築
が
課
題
と
な
る
。

　

外
交
で
は
北
朝
鮮
問
題
が

政
権
の
最
大
懸
案
。
首
相
は

国
際
会
議
に
合
わ
せ
て
金
正

恩
朝
鮮
労
働
党
委
員
長
と
会

談
し
、
拉
致
問
題
解
決
へ
突

破
口
を
見
い
だ
し
た
い
考
え

だ
。

　

愛
知
県
の
大
村
秀
章
知
事

は
「
今
後
示
さ
れ
る
区
域
整

備
に
向
け
た
基
本
方
針
や
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の
動
向

を
注
視
し
た
い
」
と
強
調
。

誘
致
検
討
の
意
向
を
１
７
日

に
表
明
し
た
名
古
屋
市
の
河

村
た
か
し
市
長
も
「
法
の
内

容
な
ど
を
よ
く
把
握
し
、
可

能
性
を
考
え
て
い
き
た
い
」

と
前
向
き
な
姿
勢
を
示
し

た
。

　

北
海
道
は
、
７
月
中
に
も

有
識
者
会
議
を
開
き
、
誘
致

に
つ
い
て
検
討
す
る
方
針
。

担
当
者
は
「
法
成
立
は
一
つ

の
節
目
だ
が
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル

依
存
症
対
策
な
ど
の
課
題
は

残
る
」
と
話
し
た
。

　

誘
致
の
是
非
に
つ
い
て
判

断
を
留
保
し
て
い
る
横
浜
市

の
林
文
子
市
長
は
「
将
来
の

横
浜
に
と
っ
て
良
い
方
法
は

何
か
を
具
体
的
に
検
討
し
て

い
く
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

日
本
、
米
の
車
関
税
反
対

公
聴
会
、
内
外
か
ら
不
満
噴
出

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
米

商
務
省
は
１
９
日
、
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
が
検
討
を
指
示
し

た
自
動
車
や
部
品
に
高
関
税

を
課
す
輸
入
制
限
に
つ
い

て
、
関
係
者
か
ら
意
見
を
聞

く
公
聴
会
を
開
催
し
た
。
在

５
兆
４
千
億
円
）
超
を
投
資

し
、
米
国
で
１
５
０
万
人
以

上
の
雇
用
を
創
出
し
て
き
た

と
説
明
し
た
。

　

日
本
自
動
車
工
業
会
（
自

工
会
）
は
「
輸
入
車
は
消
費

者
の
選
択
肢
を
増
や
し
、
新

た
な
需
要
を
喚
起
す
る
」
と

指
摘
し
た
。
経
団
連
は
日
本

企
業
の
米
国
経
済
へ
の
貢
献

を
強
調
し
た
。

　

米
国
自
動
車
工
業
会
の

ト
ー
マ
ス
副
会
長
は
、
自
動

車
や
部
品
に
２
５
％
の
追

加
関
税
が
課
さ
れ
た
場
合
、

輸
入
車
は
６
千
ド
ル
（
約

６
８
万
円
）
値
上
が
り
し
、

米
国
内
で
製
造
さ
れ
た
車
の

価
格
も
２
千
ド
ル
上
昇
す
る

と
の
試
算
を
紹
介
。「
輸
入

制
限
は
米
国
の
労
働
者
、
経

済
に
打
撃
を
与
え
る
」
と
訴

え
た
。

　

一
方
、
全
米
自
動
車
労
働

組
合（
Ｕ
Ａ
Ｗ
）幹
部
は「
国

内
製
造
業
を
活
性
化
さ
せ
る

よ
う
な
的
を
絞
っ
た
措
置
を

望
む
」
と
話
し
た
。
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経
済
政
策
を
判
断
し
た
末
に

も
３
年
前
か
ら
、
財
務
省
に

対
し
、
自
己
資
本
比
率
を
高

め
る
た
め
の
援
助
を
要
請
し

て
い
た
が
、
政
府
の
経
済
政

策
ス
タ
ッ
フ
は
Ｃ
ａ
ｉ
ｘ
ａ

に
経
営
方
針
見
直
し
を
求

め
、
政
府
か
ら
援
助
す
る
こ

と
を
断
っ
て
き
た
。

　

Ｃ
ａ
ｉ
ｘ
ａ
は
当
初
、
勤

続
期
間
保
障
基
金
（
Ｆ
Ｇ
Ｔ

Ｓ
）
か
ら
１
５
０
億
レ
が

入
っ
て
く
る
事
を
期
待
し
て

い
た
。
こ
の
件
は
連
邦
議
会

で
も
承
認
さ
れ
た
が
、
連
邦

会
計
検
査
院
（
Ｔ
Ｃ
Ｕ
）
や

検
察
庁
が
、
Ｆ
Ｇ
Ｔ
Ｓ
を
Ｃ

ａ
ｉ
ｘ
ａ
の
自
己
資
本
と
す

る
こ
と
は
、
本
来
の
目
的
に

反
す
る
と
の
見
解
を
表
明
し

た
た
め
、
立
ち
消
え
た
。

　

Ｆ
Ｇ
Ｔ
Ｓ
か
ら
の
資
金
が

入
ら
な
か
っ
た
た
め
、
Ｃ
ａ

　

１
９
日
、
中
道
右
派
政
党
連
合
の
セ
ン
ト
ロ
ン
が
、
大
統
領
選
で
ジ
ェ
ラ
ウ
ド
・

ア
ウ
キ
ミ
ン
氏
（
民
主
社
会
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
と
連
立
を
組
む
こ
と
で
合
意
し
、

噂
さ
れ
た
シ
ロ
・
ゴ
メ
ス
氏
（
民
主
労
働
党
・
Ｐ
Ｄ
Ｔ
）
と
の
連
立
の
話
は
流
れ
た
。

こ
れ
で
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
の
ア
ウ
キ
ミ
ン
氏
の
政
権
放
送
時
間
は
全
政
党
割

り
当
て
分
の
半
分
を
超
え
る
も
の
に
な
る
。
２
０
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

６
月
半
ば
に
予
定
さ
れ
て
い

た
同
氏
と
の
会
合
も
キ
ャ
ン

セ
ル
し
た
。
ま
た
、
マ
イ
ア

氏
の
要
請
で
シ
ロ
陣
営
の
経

済
政
策
担
当
者
と
会
談
し
た

Ｄ
Ｅ
Ｍ
の
経
済
専
門
家
の
ク

ラ
ウ
ジ
オ
・
ア
ジ
ウ
ソ
ン
・

ゴ
ン
サ
レ
ス
氏
は
、「
シ
ロ

陣
営
の
経
済
政
策
は
我
々
の

考
え
と
相
容
れ
な
い
。
同
氏

の
講
演
内
容
は
経
済
の
安
定

を
乱
す
よ
う
な
、
危
険
要
素

を
含
ん
で
い
る
」
と
強
く
難

色
を
示
し
て
い
た
。

　

シ
ロ
氏
は
、
大
統
領
候
補

を
集
め
て
開
か
れ
た
４
日
の

全
国
工
業
連
盟
（
Ｃ
Ｎ
Ｉ
）

の
討
論
会
で
も
聴
衆
か
ら
罵

声
を
浴
び
る
な
ど
、
そ
の
経

済
政
策
は
産
業
界
か
ら
の
受

け
が
良
く
な
か
っ
た
。

　

セ
ン
ト
ロ
ン
は
１
８
日
の

会
合
で
、
共
和
党
（
Ｐ
Ｒ
）

の
ジ
ョ
ズ
エ
ー
・
ゴ
メ
ス
氏

を
副
候
補
に
推
す
こ
と
を
決

め
て
お
り
、
２
６
日
の
正
式

発
表
で
セ
ン
ト
ロ
ン
の
ア
ウ

キ
ミ
ン
氏
支
持
が
確
定
す
れ

ば
、
ア
ウ
キ
ミ
ン
氏
と
ゴ
メ

ス
氏
の
シ
ャ
ッ
パ
で
大
統
領

　

今
年
の
秋
の
異
常
乾
燥

で
、
カ
ン
タ
レ
イ
ラ
水
系

の
水
位
の
危
機
が
再
び
叫

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。
２
０
日
午
前
９
時
現
在

の
水
位
は
４
１
・
２
％
ま
で

下
が
っ
て
い
る
。
乾
季
は
ま

だ
続
く
の
で
、
３
０
％
台
に

落
ち
る
の
は
ほ
ぼ
間
違
い
な

選
を
戦
う
こ
と
に
な
る
。

　

Ｐ
Ｒ
は
、
ジ
ャ
イ
ー
ル
・

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
ン
氏
の
社
会
民

主
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）
と
の
連
立

が
不
成
立
に
終
わ
っ
た
こ
と

で
、
１
８
日
に
セ
ン
ト
ロ
ン

に
合
流
し
た
。

　

ジ
ョ
ズ
エ
ー
・
ゴ
メ
ス
氏

は
ル
ー
ラ
政
権
の
副
大
統
領

ジ
ョ
ゼ
・
ア
レ
ン
カ
ー
ル
氏

の
息
子
で
、
企
業
家
と
し
て

も
成
功
。
ル
ー
ラ
氏
や
シ
ロ

氏
も
副
候
補
と
し
て
狙
っ
て

い
た
人
物
だ
。

　

セ
ン
ト
ロ
ン
が
連
立
に
加

わ
る
と
、
政
見
放
送
の
持
ち

時
間
で
ア
ウ
キ
ミ
ン
氏
が
圧

倒
的
に
有
利
に
な
る
。
同
氏

は
既
に
４
党
と
の
連
立
で
３

分
を
確
保
し
て
い
た
が
、
Ｄ

Ｅ
Ｍ
、
Ｐ
Ｐ
、
Ｓ
Ｄ
、
Ｐ
Ｒ

本
命
の
シ
ロ
か
ら
乗
り
換
え

ｉ
ｘ
ａ
は
支
出
削
減
に
努
め

た
が
、
そ
れ
に
も
限
界
が
あ

り
、
政
府
か
ら
の
２
０
億
レ

に
頼
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

２
０
０
０
年
以
降
、
Ｃ
ａ

ｉ
ｘ
ａ
は
常
に
、
伯
国
経
済

発
展
の
た
め
に
積
極
的
に

融
資
を
行
う
役
割
を
政
府
か

ら
託
さ
れ
て
き
た
。
し
か

し
、
２
０
１
７
年
の
融
資
総

額
は
、
過
去
１
５
年
間
で
初

め
て
前
年
比
ダ
ウ
ン
を
記
録

４
１
億
レ
の
お
よ
そ
３
倍
）

を
計
上
し
た
が
、
伯
国
法
に

基
づ
き
、
利
益
の
２
５
％
を

国
庫
庁
に
差
し
出
し
て
い

た
。

　

今
度
は
そ
の
金
の
動
き
が

反
対
に
な
る
。
こ
の
資
本
投

入
は
伯
国
中
銀
も
了
承
し
て

お
り
、
年
末
ま
で
に
２
回
に

分
け
て
行
わ
れ
る
。

　

Ｃ
ａ
ｉ
ｘ
ａ
は
少
な
く
と

　

連
邦
政
府
は
連
邦
貯
蓄
銀

行
（
Ｃ
ａ
ｉ
ｘ
ａ
）
の
自
己

資
本
比
率
を
高
め
る
た
め
、

年
末
ま
で
に
お
よ
そ
２
０
億

レ
ア
ル
を
投
入
す
る
と
、

２
０
日
付
エ
ス
タ
ー
ド
紙
が

報
じ
た
。

　

こ
れ
は
、「
銀
行
は
信
用

危
機
に
備
え
て
自
己
資
本
比

率
を
高
め
な
く
て
は
な
ら
な

い
」
と
す
る
バ
ー
ゼ
ル
合
意

を
守
る
た
め
に
行
わ
れ
る
。

Ｃ
ａ
ｉ
ｘ
ａ
は
昨
年
、
過
去

最
大
の
１
２
５
億
レ
の
利

益
（
１
６
年
計
上
分
の
利
益

バ
ー
ゼ
ル
合
意
遵
守
の
た
め

不
法
入
国
の
伯
人
親
子
帰
国
？

中
銀
も
す
で
に
ゴ
ー
サ
イ
ン

し
た
。
以
前
は
、
融
資
総
額

が
前
年
比
４
０
％
ア
ッ
プ
を

記
録
し
て
い
た
時
期
も
あ
る

が
、
１
３
年
か
ら
１
６
年
の

前
年
比
ア
ッ
プ
幅
は
縮
小
し

て
い
た
。

　

バ
ー
ゼ
ル
合
意
は
、
国
際

的
に
活
動
す
る
銀
行
の
自
己

資
本
比
率
な
ど
に
関
す
る
国

際
統
一
基
準
で
、
２
０
１
７

年
に
新
し
い
枠
組
み
（
バ
ー

ゼ
ル
Ⅲ
）
が
成
立
し
た
。

２
０
０
８
年
の
世
界
金
融
危

機
を
契
機
と
し
、
バ
ー
ゼ
ル

Ⅱ
を
見
直
す
形
で
成
立
し
た

バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
で
は
、
伯
国
の

銀
行
に
は
自
己
資
本
比
率

１
１
％
以
上
を
課
し
て
い

る
。

　

政
府
か
ら
の
援
助
と
融
資

の
見
直
し
に
よ
っ
て
、
Ｃ
ａ

ｉ
ｘ
ａ
は
こ
の
基
準
を
満
た

せ
る
だ
ろ
う
と
、
関
係
者
は

語
っ
て
い
る
。

ジ
ル
共
和
党
（
Ｐ
Ｒ
Ｂ
）
ら

の
セ
ン
ト
ロ
ン
政
党
と
候
補

を
模
索
し
て
い
た
。

　

マ
イ
ア
氏
所
属
の
Ｄ
Ｅ
Ｍ

は
、
ア
ウ
キ
ミ
ン
氏
の
Ｐ
Ｓ

Ｄ
Ｂ
と
は
長
年
の
提
携
政
党

だ
っ
た
が
、
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
の
唱

え
る
社
会
保
障
制
度
改
革
案

に
Ｄ
Ｅ
Ｍ
の
地
方
支
部
が
難

色
を
示
し
た
上
、
ア
ウ
キ
ミ

ン
氏
の
支
持
率
が
伸
び
悩
ん

で
い
た
こ
と
で
、
テ
メ
ル
政

権
の
社
会
保
障
制
度
改
革
の

批
判
者
な
が
ら
も
、
支
持
率

で
ア
ウ
キ
ミ
ン
氏
よ
り
勢
い

が
良
く
、
Ｄ
Ｅ
Ｍ
内
の
受
け

も
悪
く
な
か
っ
た
シ
ロ
氏
に

食
指
を
伸
ば
し
は
じ
め
た
。

　

だ
が
、
セ
ン
ト
ロ
ン
の
幹

部
ら
は
最
近
の
シ
ロ
氏
の
言

動
に
不
満
を
抱
い
て
お
り
、

今年４月にＣａｉｘａ総裁に就任した、ネルソン・アントニオ・デ・
ソウザ氏（右手前・Antonio Cruz / Agencia Brasil）

アウキミン氏（Ciete Silvério/A2img）

選
挙
放
送
で
巨
大
ブ
ロ
ッ
ク
に

Ｂ
、
Ｐ
Ｒ
の
５
党
が
加
わ
れ

ば
２
分
５
０
秒
増
え
、
５
分

５
０
秒
と
な
る
。
現
状
、
他

の
候
補
全
て
の
持
ち
時
間
を

足
し
て
も
、
そ
の
長
さ
に
は

及
ば
な
い
。

い
。
ま
た
、
水
位
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
気
に
な
る
の
は

こ
こ
の
と
こ
ろ
の
雨
量
だ
。

同
水
系
へ
の
降
水
は
４
月
に

２
２
ミ
リ
、
５
月
に
１
３
ミ

リ
と
た
だ
で
さ
え
異
例
の
少

な
さ
だ
っ
た
が
、
今
月
に

至
っ
て
は
ま
だ
わ
ず
か
１
・

３
ミ
リ
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
一
体
何
が
起
こ
っ
て
い

る
の
か
。
地
球
の
真
裏
の
日

本
で
は
、
大
水
害
に
加
え
、

異
常
に
高
温
の
夏
に
な
っ
て

い
る
が
、
地
球
温
暖
化
な
ど

で
気
圧
配
置
で
も
何
か
異
変

が
起
き
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

１
０
月
の
聖
州
知
事
選
に

出
馬
す
る
ジ
ョ
ア
ン
・
ド
リ

ア
前
聖
市
市
長
（
民
主
社

会
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
が
、
副

候
補
と
し
て
民
主
党
（
Ｄ
Ｅ

Ｍ
）
の
ロ
ド
リ
ゴ
・
ガ
ル
シ

ア
下
議
と
シ
ャ
ッ
パ
を
組
む

こ
と
を
決
め
た
。
副
候
補
は

当
初
、
ジ
ル
ベ
ル
ト
・
カ
サ

ビ
元
聖
市
市
長
の
社
会
民
主

党
（
Ｐ
Ｓ
Ｄ
）
の
人
物
が
有

力
視
さ
れ
て
い
た
が
、
鞍
替

え
と
な
っ
た
。
本
日
付
の
本

面
で
、
ド
リ
ア
氏
の
師
匠
的

存
在
で
あ
る
ア
ウ
キ
ミ
ン
氏

の
大
統
領
選
に
、
Ｄ
Ｅ
Ｍ
を

は
じ
め
と
し
た
セ
ン
ト
ロ
ン

が
連
立
を
決
め
た
こ
と
を
報

じ
た
が
、
そ
の
影
響
が
こ
こ

に
も
表
れ
た
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

今
日
と
明
日
は
サ
ッ
カ
ー

の
全
国
選
手
権
第
１
４
節
が

行
わ
れ
る
が
、
注
目
は
な
ん

と
言
っ
て
も
、
モ
ル
ン
ビ
・

ス
タ
ジ
ア
ム
で
の
サ
ン
パ
ウ

ロ
対
コ
リ
ン
チ
ャ
ン
ス
の
ク

ラ
シ
コ
（
伝
統
カ
ー
ド
）
だ
。

今
季
は
両
チ
ー
ム
と
も
優
勝

争
い
が
で
き
る
順
位
に
つ
け

て
い
る
こ
と
も
重
な
っ
て
、

既
に
チ
ケ
ッ
ト
は
５
万
２
千

枚
売
り
切
っ
た
と
か
。
く
れ

ぐ
れ
も
暴
動
だ
け
は
起
き
な

い
で
欲
し
い
も
の
。

　

伯
国
中
銀
が
１
９
日
に
発

表
し
た
調
査
、「
伯
人
と
お

金
の
関
係
」
に
よ
る
と
、
伯

人
の
４
％
は
現
金
を
使
わ
な

い
事
が
わ
か
っ
た
と
、
２
０

日
付
伯
字
各
紙
が
報
じ
た
。

２
千
人
の
消
費
者
や
商
店
な

ど
へ
の
聞
き
取
り
調
査
の
結

果
、
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
利

用
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の

利
用
を
上
回
っ
た
事
も
明
ら

か
に
な
っ
た
。

　

２
０
１
３
年
に
同
様
の
調

査
が
行
わ
れ
た
時
は
、
現
金

を
使
わ
な
い
と
い
う
人
は
皆

無
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
１
３
年
は
、
支
払

い
は
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
と

答
え
た
人
は
３
５
％
だ
っ
た

が
、
今
年
は
５
２
％
に
増
え

て
い
る
。
他
方
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
を
使
う
人
の
割
合

は
４
６
％
で
、
１
３
年
の

３
９
％
か
ら
７
％
ポ
イ
ン
ト

の
増
加
に
留
ま
り
、
デ
ビ
ッ

ト
カ
ー
ド
が
逆
転
し
た
。

　

ま
た
、
商
店
側
は
、
現
金

で
の
売
上
は
５
５
％
か
ら

５
０
％
に
減
っ
た
と
回
答
。

デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
売
上

が
１
４
％
か
ら
１
８
％
に
上

昇
し
た
の
に
対
し
、
小
切
手

が
使
わ
れ
る
割
合
は
３
％
か

ら
１
％
に
減
少
し
た
。

　

中
銀
流
通
手
法
部
門
の
部

長
補
佐
、
フ
ァ
ビ
オ
・
ボ
ー

ル
マ
ン
氏
は
、「
こ
れ
は
文

化
的
な
問
題
。
経
済
レ
ベ
ル

が
高
い
国
で
も
、
現
金
を
使

わ
な
い
国
と
よ
く
使
う
国
に

分
か
れ
る
」
と
し
た
。

　

ま
た
、
給
与
を
銀
行
振
込

で
受
け
取
っ
て
い
る
人
も

４
８
％
に
増
え
た
。
こ
の
数

値
も
１
３
年
は
３
０
％
に
過

ぎ
な
か
っ
た
。
同
氏
に
よ
れ

ば
「
ま
だ
、
２
９
％
が
給
与

を
現
金
で
受
け
取
っ
て
い

る
」
と
い
う
。

　

小
額
の
買
い
物
や
、
チ
ッ

プ
、
施
し
用
に
硬
貨
を
持
つ

人
は
５
４
％
い
た
。
ま
た
、

家
に
小
銭
を
た
め
て
い
る
人

の
５
９
％
は
１
カ
月
以
内

に
使
い
切
る
と
答
え
た
が
、

２
１
％
は
な
か
な
か
使
う
機

会
が
な
く
、
１
カ
月
以
上
、

最
大
半
年
も
家
に
し
ま
い
こ

ま
れ
て
い
る
と
答
え
た
。
中

銀
に
よ
る
と
、
８
０
億
レ
ア

ル
分
の
硬
貨
が
流
通
せ
ず
に

貯
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

米
国
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
採

用
し
た
、
メ
キ
シ
コ
と
の
国

境
か
ら
不
法
入
国
し
た
移
民

と
そ
の
子
供
を
引
き
離
す
と

い
う
「
不
寛
容
政
策
」
で
父

親
か
ら
引
き
離
さ
れ
た
伯
人

少
年
（
７
）
が
、
近
日
中
に

帰
国
す
る
見
込
み
で
、
連
邦

政
府
は
強
制
送
還
と
い
う
形

に
な
る
の
を
避
け
た
が
っ
て

い
る
と
１
９
日
付
伯
字
紙
サ

イ
ト
が
報
じ
た
。

　
「
不
寛
容
政
策
」
で
親
か

ら
引
き
離
さ
れ
た
子
供
は

２
千
〜
３
千
人
、
伯
人
子
弟

も
４
９
人
〜
５
８
人
と
言
わ

れ
て
い
る
。
６
月
２
０
日

に
は
不
法
移
民
の
家
族
は
一

緒
に
収
容
す
る
と
の
大
統
領

令
が
出
、
６
月
２
６
日
に
は

連
邦
地
裁
が
、
５
歳
未
満
の

子
供
と
親
は
７
月
１
０
日
ま

で
、
そ
れ
以
上
の
年
齢
の
子

供
と
親
も
７
月
２
６
日
ま
で

に
再
会
さ
せ
る
よ
う
命
じ

た
。

　

だ
が
、
親
子
再
会
に
向
け

た
作
業
は
容
易
で
は
な
く
、

米
国
政
府
は
１
０
日
の
現
状

報
告
で
、
５
歳
未
満
の
子
供

１
０
２
人
中
、
１
０
日
ま
で

に
再
会
が
実
現
す
る
の
は

３
８
人
の
み
と
発
表
し
た
。

　

伯
人
子
弟
の
み
の
デ
ー
タ

は
出
て
い
な
い
が
、
伯
国
連

邦
政
府
は
４
日
に
ア
ロ
イ
ジ

オ
・
ヌ
ー
ネ
ス
外
相
と
グ
ス

タ
ー
ヴ
ォ
・
ロ
ッ
シ
ャ
人
権

局
長
官
を
米
国
に
派
遣
。
外

相
ら
は
６
日
、
米
国
や
カ
ナ

ダ
、
メ
キ
シ
コ
に
駐
在
し
て

い
る
伯
国
総
領
事
ら
１
４
人

と
の
会
合
も
持
っ
た
。

　

ロ
ッ
シ
ャ
人
権
局
長
官
は

一
旦
帰
国
後
、
１
４
日
に
再

び
渡
米
し
、
子
供
達
が
収
容

さ
れ
て
い
る
施
設
を
訪
問
し

た
り
、
親
子
の
再
会
に
向
け

た
作
業
促
進
に
努
め
た
り
し

て
い
た
。

　

同
長
官
は
１
７
日
、
約
１

カ
月
前
に
米
国
に
不
法
入
国

で
捕
ま
り
、
テ
キ
サ
ス
州
で

身
柄
を
拘
束
さ
れ
て
い
る
男

性
の
息
子
で
７
歳
の
少
年
が

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
施
設
に
お

り
、
今
週
中
に
父
親
と
再
会

で
き
る
見
込
み
で
あ
る
と
発

表
。
同
長
官
が
訪
問
し
た
子

供
達
の
大
半
は
、
帰
国
は
臨

ん
で
い
な
い
が
、
こ
の
親
子

は
二
人
共
、
伯
国
内
で
待
つ

母
親
の
許
に
戻
る
事
を
望
ん

で
い
る
と
い
う
。

　

現
時
点
で
は
、
少
年
が
一

人
で
帰
国
す
る
か
、
父
親
と

共
に
帰
国
す
る
か
は
定
か
で

は
な
い
が
、
伯
国
政
府
や
非

政
府
団
体
な
ど
は
、
少
年
が

強
制
送
還
と
い
う
形
で
送
り

返
さ
れ
な
く
て
済
む
よ
う
、

手
を
尽
く
す
意
向
だ
。
こ
れ

は
、
強
制
送
還
さ
れ
た
子
供

達
は
、
将
来
、
自
ら
の
意
思

で
米
国
に
行
く
事
を
希
望
し

て
も
、
同
国
に
入
る
事
が
出

来
な
く
な
る
か
ら
だ
。

　

ロ
ッ
シ
ャ
長
官
は
１
９
日

に
帰
国
し
、
帰
国
希
望
子
弟

が
踏
む
べ
き
手
続
き
な
ど
に

つ
い
て
、
伯
国
弁
護
士
会
な

ど
と
話
し
合
う
。
人
権
局
職

員
は
米
国
に
残
り
、
伯
人
親

子
の
再
会
や
、
帰
国
希
望
者

へ
の
支
援
を
行
う
と
い
う
。

　

１
４
日
に
リ
オ
市
で
ヒ
ッ

プ
矯
正
の
美
容
整
形
を
受
け

た
患
者
が
１
５
日
に
変
死

し
た
事
件
で
、
執
刀
し
た
デ

ニ
ス
・
セ
ー
ザ
ル
・
バ
ロ

ス
・
フ
ル
タ
ー
ド
容
疑
者
が
、

１
９
日
に
助
手
を
つ
と
め
た

母
親
と
共
に
逮
捕
さ
れ
た

が
、
な
お
も
居
直
り
の
発
言

を
行
う
な
ど
抗
議
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
２
０
日

付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

フ
ル
タ
ー
ド
容
疑
者
は

１
４
日
に
自
宅
で
、マ
ッ
ト
・

グ
ロ
ッ
ソ
州
か
ら
来
た
リ
リ

ア
ン
・
カ
リ
ス
ト
さ
ん
に
美

容
整
形
を
施
し
た
際
、
医
療

ミ
ス
で
殺
害
し
て
し
ま
っ
た

が
、
患
者
が
死
亡
し
た
こ
と

を
知
る
と
同
時
に
、
母
親
と

共
に
逃
亡
し
て
い
た
。

　

２
人
は
自
宅
近
く
の
バ
ー

ラ
・
ダ
・
チ
ジ
ュ
ッ
カ
地
区

の
企
業
家
セ
ン
タ
ー
に
隠
れ

て
い
た
が
、
１
９
日
に
匿
名

通
報
で
駆
け
つ
け
た
警
察
に

逮
捕
さ
れ
た
。

　

だ
が
、
フ
ル
タ
ー
ド
容
疑

者
は
逮
捕
さ
れ
る
前
に
ビ
デ

オ
を
録
画
し
、
そ
こ
で
「
あ

あ
い
う
手
術
で
の
死
亡
事
故

は
ど
ん
な
医
師
で
も
起
こ
り

う
る
こ
と
」
と
弁
明
し
、
自

分
た
ち
は
「
不
当
な
捜
査
の

犠
牲
だ
」
と
抗
議
し
た
。
ま

た
、
事
件
後
に
身
を
隠
し
た

の
は
、
患
者
が
死
亡
し
た
後

に
何
者
か
に
取
り
囲
ま
れ
た

か
ら
逃
げ
た
だ
け
と
語
っ
た

が
、
警
察
に
よ
る
と
、
同
容

疑
者
ら
を
取
り
囲
も
う
と
し

た
の
は
、
警
官
た
ち
だ
っ
た

と
い
う
。

　

フ
ル
タ
ー
ド
容
疑
者
に
関

し
て
は
、
カ
リ
ス
ト
さ
ん
以

外
に
も
、
手
術
後
に
異
変
が

生
じ
、
苦
情
を
訴
え
た
も
の

の
、
同
容
疑
者
か
ら
逆
に
脅

さ
れ
、
離
婚
に
ま
で
至
っ
た

例
な
ど
が
存
在
し
て
い
る
。

急転してアウキミン支持へ
　

セ
ン
ト
ロ
ン
は
下
院
議
員

数
が
１
６
０
人
を
超
え
る
一

大
勢
力
で
、
テ
メ
ル
大
統
領

（
民
主
運
動
・
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）
の

支
持
勢
力
で
も
あ
る
が
、
セ

ン
ト
ロ
ン
の
リ
ー
ダ
ー
格
で

も
あ
る
ロ
ド
リ
ゴ
・
マ
イ
ア

下
院
議
長
（
民
主
党
・
Ｄ
Ｅ

Ｍ
）
と
大
統
領
が
対
立
。
テ

メ
ル
氏
の
支
持
率
も
低
迷
し

た
ま
ま
で
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
新
た
な
大
統
領
候
補
を

模
索
し
て
い
た
。

　

当
初
は
マ
イ
ア
氏
も
大
統

領
選
出
馬
を
希
望
し
て
い
た

が
、
自
身
の
支
持
率
も
あ
が

ら
な
い
た
め
、
進
歩
党
（
Ｐ

Ｐ
）、
連
帯
（
Ｓ
Ｄ
）、
ブ
ラ

徐
々
に
進
む
キ
ャッ
シュ
レ
ス

４
％
が「
現
金
使
わ
ず
」と
回
答

強
制
送
還
回
避
を
願
う
伯
政
府

セントロン
連邦政府

Ｃ
ａ
ｉ
ｘ
ａ
に
２
０
億
レ
注
入

（２）２０１８年 第５０４４号 ７月 ２１日 （土曜日）

「伯人とお金」

不
審
医
師
親
子
逮
捕
さ
れ
る

居
直
り
発
言
の
ビ
デ
オ
公
表

リオ美容整形
変死事件



　

弊へ
い

誌し

１
０
６
７
号ご

う

「
最さ

い

新し
ん

科か

学が
く

が
解か

い

明め
い

す
る
利り

他た

の
心こ

こ
ろ
」

で
は
、
大だ

い

脳の
う

生せ
い

理り

学が
く

や
実じ

っ

験け
ん

心し
ん

理り

学が
く

な
ど
で
、「
利り

他た

の
心こ

こ
ろは

人に
ん

間げ
ん

に
喜よ

ろ
こ
び
を
与あ

た

え
、
健け

ん

康こ
う

を
増ぞ

う

進し
ん

し
、
能の

う

力り
ょ
くを
高た

か

め
る
」

事こ
と

が
証

し
ょ
う

明め
い

さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
。

　

そ
こ
で
は
、
さ
ら
に
「
利り

他た

心し
ん

は
人じ

ん

類る
い

生せ
い

存ぞ
ん

の
た
め
の
『
武ぶ

器き

』
だ
っ
た
」
と
し
て
、
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人じ

ん

が
現げ

ん

在ざ
い

の
人じ

ん

類る
い

よ
り
も
屈く

っ

強き
ょ
うで
脳の

う

も
大お

お

き
か
っ
た
の
に
、
家か

族ぞ
く

よ
り
大お

お

き
な

共き
ょ
う

同ど
う

体た
い

が
作つ

く

れ
ず
に
、
厳き

び

し
い
氷

ひ
ょ
う

河が

期き

を
生い

き
残の

こ

れ
な
か
っ

た
事じ

実じ
つ

を
述の

べ
た
。

　

そ
れ
に
対た

い

し
て
、現げ

ん

在ざ
い

の
人じ

ん

類る
い

は
い
く
つ
も
の
家か

族ぞ
く

が
集あ

つ

ま
っ

て
数す

う

百ひ
ゃ
く

人に
ん

と
い
う
、
よ
り
大お

お

き
な
共

き
ょ
う

同ど
う

体た
い

を
作つ

く

る
こ
と
が
で

き
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
大お

お

勢ぜ
い

の
男お

と
こた
ち
が
力ち

か
らを
あ
わ
せ
て
ナ
ウ

マ
ン
ゾ
ウ
の
よ
う
な
巨き

ょ

大だ
い

な
獲え

物も
の

を
と
っ
て
分わ

か
ち
あ
っ
た
り
、

お
産さ

ん

直ち
ょ
く

後ご

の
母ぼ

子し

を
周

し
ゅ
う

囲い

の
女じ

ょ

性せ
い

た
ち
が
助た

す

け
て
や
る
こ
と

で
、
生せ

い

存ぞ
ん

率り
つ

を
高た

か

め
る
こ
と
も
で
き
た
。

　

家か

族ぞ
く

よ
り
も
大お

お

き
な
共

き
ょ
う

同ど
う

体た
い

を
作つ

く

る
能の

う

力り
ょ
くが
、
人に

ん

間げ
ん

の
本ほ

ん

能の
う

に
組く

み
込こ

ま
れ
た
利り

他た

心し
ん

に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
今こ

ん

回か
い

は
、
利り

他た

心し
ん

の
個こ

人じ
ん
へ
の
影え

い

響き
ょ
うだ
け
で
な
く
、
そ
れ

が
幸こ

う

福ふ
く

な
共

き
ょ
う

同ど
う

体た
い

を
創つ

く

る
原げ

ん

動ど
う

力り
ょ
くに
な
る
事こ

と

を
最さ

い

新し
ん

科か

学が
く

の

研け
ん

究き
ゅ
うを
も
と
に
述の

べ
て
み
た
い
。
そ
れ
は
、
ま
さ
に
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が

国こ
っ

家か

の
理り

想そ
う

と
し
て
き
た
所と

こ
ろと
合が

っ

致ち

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
共

き
ょ
う

同ど
う

体た
い

の
中な

か

で
助た

す

け
合あ

う
た
め
に
は
、
互た

が

い
の
心し

ん

理り

状じ
ょ
う

況き
ょ
うを
察さ

っ

し
て
、
相あ

い

手て

が
何な

に

を
欲ほ

っ

し
て
い
る
の
か
、
ど
う
い

う
心

こ
こ
ろ

持も

ち
で
い
る
の
か
を
読よ

み
取と

る
能の

う

力り
ょ
くが
必ひ

つ

要よ
う

で
あ
る
。

　
た
と
え
ば
、
赤あ

か

子ご

を
抱か

か

え
た
母は

は

親お
や

が
水み

ず

を
飲の

み
た
い
と
思お

も
っ

た
と
き
に
、
近ち

か

く
に
水す

い

源げ
ん

が
な
か
っ
た
と
す
る
。
周

し
ゅ
う

囲い

の
女じ

ょ

性せ
い

が
そ
れ
を
察さ

っ

し
て
、
水み

ず

を
汲く

ん
で
き
て
呑の

ま
せ
て
や
る
。
こ
う

い
う
事こ

と

が
自し

然ぜ
ん

に
で
き
る
共

き
ょ
う

同ど
う

体た
い

は
生せ

い

存ぞ
ん

の
確か

く

率り
つ

が
高た

か

ま
る
。

そ
の
た
め
に
は
他た

者し
ゃ

の
欲よ

っ

求き
ゅ
うや
感か

ん

情じ
ょ
うが
読よ

み
取と

れ
な
く
て
は

最さ
い

新し
ん

科か

学が
く

が
解か

い

明め
い

す
る

　
　
　
　

     
利り

他た

心し
ん

の
共き

ょ
う

同ど
う

体た
い

2018年
ねん

7月
がつ

15日
にち

版
ばん

な
ら
な
い
。
Ｋ
Ｙ
、
す
な
わ
ち
「
空く

う

気き

が
読よ

め
な
い
」
で
は
、

共き
ょ
う

同ど
う

体た
い

は
成な

り
立た

た
な
い
。

　
こ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
だ
ろ
う
、
人に

ん

間げ
ん

に

は
感か

ん

情じ
ょ
うが
顔か

お

の
表

ひ
ょ
う

情じ
ょ
うに
出で

て
、
そ
の
表

ひ
ょ
う

情じ
ょ
うか
ら
他た

者し
ゃ

の
感か

ん

情
じ
ょ
う

を
読よ

み
取と

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
感か

ん

情じ
ょ
うが
表

ひ
ょ
う

情じ
ょ
うと

し
て
表あ

ら
わ

れ
る
、
と
い
う
こ
と
自じ

体た
い

が
人に

ん

間げ
ん

ら
し
い
特と

く

性せ
い

で

あ
る
。
魚さ

か
な
や
蛇へ

び

や
ね
ず
み
な
ど
は
表

ひ
ょ
う

情じ
ょ
うを
持も

た
な
い
。
犬い

ぬ

や

猫ね
こ

く
ら
い
の
高こ

う

等と
う

な
哺ほ

乳に
ゅ
う

類る
い

に
な
る
と
、
飼か

い
主ぬ

し

が
喉の

ど

を
撫な

で
て
や
る
と
、
満ま

ん

足ぞ
く

そ
う
な
表

ひ
ょ
う

情じ
ょ
うを
し
た
り
す
る
。

　
こ
れ
ら
に
比く

ら

べ
る
と
、
人に

ん

間げ
ん

の
表

ひ
ょ
う

情じ
ょ
うの
豊ゆ

た

か
さ
は
群ぐ

ん

を
抜ぬ

い

て
い
る
。
人に

ん

間げ
ん

の
神し

ん

経け
い

系け
い

は
顔か

お

の
２
０
０
近ち

か

く
あ
る
筋き

ん

肉に
く

に
つ

な
が
っ
て
お
り
、
感か

ん

情じ
ょ
うは
す
ぐ
に
顔か

お

に
出で

て
し
ま
う
。
と
く
に

繊せ
ん

細さ
い

な
表

ひ
ょ
う

情じ
ょ
うを
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

す
る
の
は
目め

の
周

し
ゅ
う

囲い

の
筋き

ん

肉に
く

だ
。
本ほ

ん

人に
ん

は
表

ひ
ょ
う

情じ
ょ
うを
隠か

く

そ
う
と
し
て
も
、「
目め

が
笑わ

ら
っ
て
」
い
た
り
す
る
。

「
目め

は
口く

ち

ほ
ど
に
物も

の

を
言い

う
」
と
い
う
日に

本ほ
ん

の
こ
と
わ
ざ
通ど

お

り

で
あ
る
。

　
一い

っ

方ぽ
う

、
そ
の
表

ひ
ょ
う

情じ
ょ
うを
見み

て
、
他た

者し
ゃ

の
感か

ん

情じ
ょ
うを
理り

解か
い

す
る
能の

う

力り
ょ
くも
人に

ん

間げ
ん

に
は
備そ

な

わ
っ
て
い
る
。
ふ
つ
う
の
人ひ

と

は
相あ

い

手て

の
顔か

お

を

見み

る
と
き
目め

に
視し

線せ
ん

を
集

し
ゅ
う

中ち
ゅ
うす
る
が
、
そ
れ
は
お
も
に
相あ

い

手て

の
目め

か
ら
感か

ん

情じ
ょ
うを
読よ

み
取と

る
た
め
で
あ
る
。
自じ

閉へ
い

症し
ょ
うの
人ひ

と

は

相そ
う

対た
い

す
る
人ひ

と

の
目め

を
見み

よ
う
と
し
な
い
の
で
、
相あ

い

手て

の
感か

ん

情じ
ょ
うを

読よ

め
な
い
。
顔か

お

の
見み

え
な
い
電で

ん

話わ

や
メ
ー
ル
で
は
、
相あ

い

手て

の
感か

ん

情じ
ょ
うを
読よ

み
取と

る
こ
と
が
難む

ず
かし
く
な
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
人に

ん

間げ
ん

は
感か

ん

情じ
ょ
うが
表

ひ
ょ
う

情じ
ょ
うに
表あ

ら
わ
れ
、
そ
の
表

ひ
ょ
う

情
じ
ょ
う

か
ら
相あ

い

手て

の
感か

ん

情じ
ょ
うを
読よ

む
と
い
う
生せ

い

理り

的て
き

能の
う

力り
ょ
くを
進し

ん

化か

の
過か

程て
い

で
身み

に
つ
け
て
い
る
。
そ
れ
は
ひ
と
え
に
集

し
ゅ
う

団だ
ん

生せ
い

活か
つ

で
必ひ

つ

要よ
う

な
能の

う

力り
ょ
くだ
か
ら
で
あ
る
。

　

弊へ
い

誌し

前ぜ
ん

号ご
う

で
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
や
っ
て
き
た
ジ
ェ
イ
ソ
ン
・

モ
ー
ガ
ン
氏し

が
「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
気き

配く
ば

り
に
驚お

ど
ろい
た
」
と
い
う
話は

な
しを

紹し
ょ
う

介か
い

し
た
が
、
縄

じ
ょ
う

文も
ん

時じ

代だ
い

以い

来ら
い

、
１
万ま

ん

年ね
ん

以い

上じ
ょ
うも
平へ

い

和わ

な

共き
ょ
う

同ど
う

体た
い

で
暮く

ら
し
て
き
た
日に

本ほ
ん

人じ
ん

に
、
こ
う
し
た
心し

ん

理り

的て
き

な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能の

う

力り
ょ
くが
高こ

う

度ど

に
発は

っ

達た
つ

し
て
い
る
の
も
当と

う

然ぜ
ん

だ
ろ
う
。

　

他た

者し
ゃ

の
表

ひ
ょ
う

情じ
ょ
うか
ら
感か

ん

情じ
ょ
うを
読よ

み
取と

る
能の

う

力り
ょ
くの
み
な
ら
ず
、

そ
れ
を
あ
た
か
も
自じ

分ぶ
ん

自じ

身し
ん

の
感か

ん

情じ
ょ
うで
あ
る
か
の
よ
う
に
共

き
ょ
う

感か
ん

す
る
能の

う

力り
ょ
くを
人に

ん

間げ
ん

は
持も

っ
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
注

ち
ゅ
う

射し
ゃ

針ば
り

を
刺さ

さ
れ
た
痛い

た

み
を
感か

ん

じ
る
神し

ん

経け
い

回か
い

路ろ

が
、
他た

者し
ゃ

が
注

ち
ゅ
う

射し
ゃ

を
受う

け
て
い
る
様さ

ま

を
見み

て
も
同お

な

じ
く
活か

っ

性せ
い

化か

す
る
事じ

実じ
つ

が
発は

っ

見け
ん

さ
れ
て
い
る
。
人ひ

と

が
注

ち
ゅ
う

射し
ゃ

を
さ
れ
て
い
る

の
を
見み

て
、
ま
る
で
自じ

分ぶ
ん

が
注

ち
ゅ
う

射し
ゃ

を
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に

「
痛い

た

そ
う
」
と
感か

ん

じ
る
事こ

と

は
誰だ

れ

で
も
経け

い

験け
ん

す
る
が
、
そ
れ
が

生せ
い

理り

的て
き

な
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
確か

く

認に
ん

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

痛い
た

み
だ
け
で
は
な
い
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
研け

ん

究き
ゅ
う

者し
ゃ

に
よ
る
実じ

っ

験け
ん

で
は
、
楽た

の

し
そ
う
な
表

ひ
ょ
う

情じ
ょ
うの
写し

ゃ

真し
ん

を
見み

た
だ
け
で
、
被ひ

験け
ん

者し
ゃ

の
口く

ち

も
と
に
笑え

み
を
作つ

く

る
筋き

ん

肉に
く

が
か
す
か
に
反は

ん

応の
う

し
た
。
同お

な

じ
こ
と
が
、
悲か

な

し
み
や
嫌け

ん

悪お

、
喜よ

ろ
こ
び
に
つ
い
て
も
起お

こ
る
。
そ

の
よ
う
な
働は

た
ら
き
を
す
る
神し

ん

経け
い

経け
い

路ろ

を
「
ミ
ラ
ー
・
ニ
ュ
ー
ロ
ン
」

と
呼よ

ぶ
。
鏡か

が
みの
よ
う
に
、
他た

者し
ゃ

の
感か

ん

情じ
ょ
うが
自じ

身し
ん

の
神し

ん

経け
い

系け
い

統と
う

に
写う

つ
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　

楽た
の

し
げ
に
し
て
い
る
人ひ

と

と
一い

っ

緒し
ょ

に
い
れ
ば
、
な
ん
と
な
く
楽た

の

し
い
気き

分ぶ
ん

と
な
り
、
沈ち

ん

鬱う
つ

な
ム
ー
ド
の
人ひ

と

々び
と

の
中な

か

に
入は

い

る
と
気き

が
沈し

ず

む
と
い
う
事こ

と

は
、
我わ

れ

々わ
れ

の
日に

ち

常じ
ょ
う

生せ
い

活か
つ

で
も
経け

い

験け
ん

す
る
事こ

と

で
あ
る
。「
社し

ゃ

会か
い

的て
き

知ち

性せ
い

」を
唱と

な

え
た
全ぜ

ん

米べ
い

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー『
Ｓ

Ｑ
生い

き
か
た
の
知ち

能の
う

指し

数す
う

』
の
中な

か

で
、
著ち

ょ

者し
ゃ

ダ
ニ
エ
ル
・
ゴ
ー

ル
マ
ン
は
次つ

ぎ

の
よ
う
に
指し

摘て
き

し
て
い
る
。

・
・
・
人に

ん

間げ
ん

は
相そ

う

互ご

に
か
か
わ
り
あ
っ
て
生い

き
て
い
く
よ
う
に

神し
ん

経け
い

回か
い

路ろ

が
で
き
て
い
る
。・
・
・
他た

人に
ん

と
か
か
わ
る
と
き
、

脳の
う

は
否い

や

応お
う

な
し
に
相あ

い

手て

の
脳の

う

と
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
。
脳の

う

と
脳の

う

が
つ
な
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人に

ん

間げ
ん

は
相あ

い

手て

の
脳の

う

に
─
─
し
た

が
っ
て
身し

ん

体た
い

に
も
─
─　

影え
い

響き
ょ
うを
与あ

た

え
、
自じ

分ぶ
ん

自じ

身し
ん

も
相あ

い

手て

か
ら
影え

い

響き
ょ
うを
受う

け
る
。［
１
，　
ｐ
１
１
］

　

人に
ん

間げ
ん

の
脳の

う

は
こ
う
し
た
共

き
ょ
う

感か
ん

を
通つ

う

じ
て
、
集

し
ゅ
う

団だ
ん

生せ
い

活か
つ

が
で

き
る
よ
う
に
進し

ん

化か

し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

共
き
ょ
う

感か
ん

能の
う

力り
ょ
くが
発は

っ

達た
つ

す
る
と
、
心し

ん

理り

プ
ロ
セ
ス
で
の
自じ

己こ

像ぞ
う

と
他た

者し
ゃ

像ぞ
う

が
重か

さ

な
り
合あ

っ
て
、
自じ

他た

の
区く

別べ
つ

が
曖あ

い

昧ま
い

に
な
っ
て
い
く
、
と
い
う
仮か

説せ
つ

を
、
米べ

い

国こ
く

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー

大だ
い

学が
く

の
神し

ん

経け
い

生せ
い

理り

学が
く

者し
ゃ

ド
ナ
ル
ド
・
パ
フ
教

き
ょ
う

授じ
ゅ

は
著ち

ょ

書し
ょ

「T
h

e　

A
ltru

istic　

B
rain

:　

H
ow

　

W
e　

A
re　

N
aturally　

G
ood

（「
利り

他た

脳の
う

：
い
か
に
我わ

れ

々わ
れ

は
生う

ま
れ

１
．
利り

他た

心し
ん

が
創つ

く

る

                   

幸こ
う

福ふ
く

な
共き

ょ
う

同ど
う

体た
い

な
が
ら
に
善ぜ

ん

で
あ
る
か
」
邦ほ

う

訳や
く

は
ま
だ
な
い
模も

様よ
う

）
で
述の

べ
て

い
る
。

　

１
７
世せ

い

紀き

の
哲て

つ

学が
く

者し
ゃ

ト
ー
マ
ス
・
ホ
ッ
ブ
ス
は
ロ
ン
ド
ン
の

街が
い

路ろ

を
歩あ

る

い
て
い
る
時と

き

、
年と

し

老お

い
た
病

び
ょ
う

身し
ん

の
物も

の

乞ご

い
を
見み

か
け

て
気き

の
毒ど

く

に
な
り
、
か
な
り
の
金か

ね

を
恵め

ぐ

ん
で
や
っ
た
。
そ
の
理り

由ゆ
う

を
聞き

か
れ
て
、「
老ろ

う

人じ
ん

の
窮

き
ゅ
う

状じ
ょ
うを
目め

に
し
た
と
き
自じ

分ぶ
ん

で
も

あ
る
種し

ゅ

の
痛い

た

み
を
感か

ん

じ
た
、
だ
か
ら
施ほ

ど
こ
し
を
し
た
の
は
老ろ

う

人じ
ん

を
救す

く

う
た
め
で
あ
る
と
同ど

う

時じ

に
自じ

分ぶ
ん

の
痛い

た

み
を
救す

く

う
た
め
で
も

あ
っ
た
」。
ホ
ッ
ブ
ス
は
、
友ゆ

う

人じ
ん

に
こ
う
説せ

つ

明め
い

し
て
い
る
。

　

人に
ん

間げ
ん

が
他た

者し
ゃ

の
痛い

た

み
を
自じ

分ぶ
ん

の
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
共

き
ょ
う

感か
ん

す
る
時と

き

、
他た

者し
ゃ

の
痛い

た

み
を
救す

く

う
こ
と
は
、
自じ

分ぶ
ん

の
痛い

た

み
を

救す
く

う
こ
と
に
も
な
る
。
パ
フ
教

き
ょ
う

授じ
ゅ

の
仮か

説せ
つ

は
、
共

き
ょ
う

感か
ん

か
ら
他た

者し
ゃ

の
た
め
の
利り

他た

的て
き

行こ
う

動ど
う

が
生う

ま
れ
る
プ
ロ
セ
ス
を
説せ

つ

明め
い

し
て
い

る
。
皮ひ

肉に
く

な
の
は
、
ホ
ッ
ブ
ス
は
人に

ん

間げ
ん

の
自し

然ぜ
ん

状じ
ょ
う

態た
い

は
、
万ば

ん

人に
ん

が
万ば

ん

人に
ん

と
闘と

う

争そ
う

し
て
い
る
、
と
い
う
人に

ん

間げ
ん

観か
ん

を
唱と

な

え
て
い
た

こ
と
だ
。
ホ
ッ
ブ
ス
の
善ぜ

ん

行こ
う

は
、
彼か

れ

自じ

身し
ん

の
思し

想そ
う

が
間ま

違ち
が

い
で

あ
る
こ
と
を
示し

め

し
て
い
る
。

　

共
き
ょ
う

感か
ん

の
発は

っ

達た
つ

に
よ
り
自じ

己こ

と
他た

者し
ゃ

の
壁か

べ

が
な
く
な
っ
て
い
く

と
、
共

き
ょ
う

同ど
う

体た
い

の
た
め
に
自じ

己こ

犠ぎ

牲せ
い

す
ら
厭い

と

わ
な
い
人ひ

と

々び
と

が
出で

て
く
る
、
と
パ
フ
教

き
ょ
う

授じ
ゅ

は
指し

摘て
き

し
、
そ
の
一い

ち

例れ
い

と
し
て
、
東

ひ
が
し

日に

本ほ
ん

大だ
い

震し
ん

災さ
い

で
福ふ

く

島し
ま

第だ
い

一い
ち

原げ
ん

発ぱ
つ

の
暴ぼ

う

走そ
う

を
止と

め
る
べ
く
、
危き

険け
ん

な
現げ

ん

地ち

に
留と

ど

ま
っ
た
作さ

業ぎ
ょ
う

員い
ん

た
ち
を
挙あ

げ
る
。［
２
，　
ｐ

６
８
］

　

ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ス
・
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
Ｃ
Ｎ
Ｎ
は
「
福ふ

く

島し
ま

の

『
自じ

殺さ
つ

部ぶ

隊た
い

』
に
応お

う

募ぼ

し
た
年ね

ん

配ぱ
い

者し
ゃ

た
ち
」
と
い
う
タ
イ
ト

ル
で
報ほ

う

道ど
う

し
た
が
、
そ
の
う
ち
の
一ひ

と

人り

、
タ
カ
ハ
シ
・
マ
サ
ア

キ
氏し

（
６
５
歳さ

い

）
は
「『
自じ

殺さ
つ

部ぶ

隊た
い

』
だ
と
か
、
カ
ミ
カ
ゼ

な
ど
と
呼よ

ぶ
の
は
止や

め
て
ほ
し
い
。
特と

く

別べ
つ

な
事こ

と

を
し
た
訳わ

け

で
は

な
い
。
た
だ
、
何な

に

か
し
な
け
れ
ば
と
思お

も

い
、
そ
れ
を
若わ

か

い
者も

の

に

は
さ
せ
た
く
な
か
っ
た
だ
け
だ
」
と
発は

つ

言げ
ん

し
た
。

　

ま
た
テ
レ
ビ
局

き
ょ
く

Ａ
Ｂ
Ｃ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
こ
う
伝つ

た

え
た
。

「
普ふ

通つ
う

の
人ひ

と

々び
と

が
事こ

と

に
臨の

ぞ

ん
で
立た

ち
上あ

が
っ
た
点て

ん

は
素す

晴ば

ら

し
い
。
あ
る
婦ふ

人じ
ん

は
、
家い

え

で
は
す
ご
い
こ
と
を
し
で
か
す
人ひ

と

に

は
と
て
も
見み

え
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
今い

ま

で
は
と
て
も
誇ほ

こ

り
に

思お
も
っ
て
い
る
と
語か

た
っ
た
」
と
。

　

パ
フ
教

き
ょ
う

授じ
ゅ

の
主し

ゅ

張ち
ょ
う

点て
ん

は
、
共

き
ょ
う

同ど
う

体た
い

の
た
め
に
自じ

分ぶ
ん

自じ

身し
ん

の

命い
の
ちす
ら
犠ぎ

牲せ
い

に
す
る
と
い
う
行こ

う

為い

は
、
偉い

大だ
い

な
人じ

ん

物ぶ
つ

に
限か

ぎ

ら

な
い
。
そ
の
よ
う
な
利り

他た

心し
ん

は
普ふ

通つ
う

の
人ひ

と

の
脳の

う

の
中な

か

に
も
組く

み

込こ

ま
れ
て
い
る
、
と
い
う
点て

ん

で
あ
る
。

　

カ
ミ
カ
ゼ
の
特と

っ

攻こ
う

隊た
い

員い
ん

た
ち
も
特と

く

別べ
つ

な
人に

ん

間げ
ん

で
は
な
か
っ

た
。
拙せ

っ

著ち
ょ

『
世せ

界か
い

が
称

し
ょ
う

賛さ
ん

す
る　
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
知し

ら
な
い
日に

本ほ
ん

』

で
登と

う

場じ
ょ
うい
た
だ
い
た
日に

っ

系け
い

ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

の
女じ

ょ

子し

高こ
う

生せ
い

ス
テ
ッ

フ
ァ
ニ
・
万ま

里り

子こ

・
斎さ

い

藤と
う

（
１
５
歳さ

い

）
さ
ん
は
日に

本ほ
ん

で
特と

っ

攻こ
う

隊た
い

員い
ん

の
遺い

書し
ょ

や
写し

ゃ

真し
ん

を
見み

た
時と

き

の
印い

ん

象し
ょ
うを
こ
う
記し

る

し
て
い
る
。

　
神か

み

風か
ぜ

特と
っ

攻こ
う

隊た
い

で
行い

っ
た
若わ

か

者も
の

の
こ
と
が
、
頭あ

た
まか
ら
離は

な

れ
ま
せ

ん
。
彼か

れ

た
ち
の
笑わ

ら
っ
て
い
る
顔か

お

を
写し

ゃ

真し
ん

で
見み

て
、
ど
う
し
て
笑わ

ら

え
る
の
か
分わ

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
今い

ま

は
分わ

か
る
よ
う

な
気き

が
し
ま
す
。

　
日に

本ほ
ん

の
た
め
、
家か

族ぞ
く

の
た
め
、
愛あ

い

す
る
人ひ

と

の
た
め
だ
っ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎

まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、
少

すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえる
よう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

など
に記

きじ

事を紹
しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．「
目め

は
口く

ち

ほ
ど
に
物も

の

を
言い

う
」

（３） ２０１８年第５０４４号 	 ７月	２１日	（土曜日）

３
．「
人ひ

と

の
痛い

た

み
を
感か

ん

じ
と
る
」能の

う

力り
ょ
く

４
．
共き

ょ
う

感か
ん

に
よ
っ
て
、

        

自じ

他た

の
境き

ょ
う

界か
い

が

　
　

曖あ
い

昧ま
い

に
な
っ
て
い
く

　

人に
ん

間げ
ん

が
進し

ん

化か

の
過か

程て
い

で
獲か

く

得と
く

し
た
利り

他た

心し
ん

を
                     

最さ
い

大だ
い

限げ
ん

に
発は

っ

揮き

し
う
る
仕し

組く

み
を
わ
が
国く

に

は
備そ

な

え
て
い
る
。

　
彼か

れ

た
ち
が
書か

い
て
い
た
手て

紙が
み

を
読よ

ん
で
い
る
と
、
お
父と

う

さ
ん

や
お
母か

あ

さ
ん
の
名な

前ま
え

が
何な

ん

回か
い

も
書か

か
れ
て
い
る
手て

紙が
み

を
見み

つ
け

ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
彼か

れ

た
ち
の
苦く

る

し
み
を
少す

こ

し
感か

ん

じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
涙な

み
だが
ポ
ロ
ポ
ロ
出で

ま
し
た
。
日に

本ほ
ん

を
守ま

も

る
た
め
に
頑が

ん

張ば

り
ま

し
た
ね
。［
４
，
ｐ
２
１
１
］

　

特と
っ

攻こ
う

隊た
い

員い
ん

た
ち
の
行こ

う

為い

は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
女じ

ょ

子し

高こ
う

生せ
い

に
も

共き
ょ
う

感か
ん

で
き
る
自し

然ぜ
ん

な
も
の
だ
っ
た
。

　

信し
ん

用よ
う

も
共

き
ょ
う

感か
ん

が
も
た
ら
す
、
と
パ
フ
教

き
ょ
う

授じ
ゅ

は
指し

摘て
き

す
る
。

　
「
信し

ん

用よ
う

」
は
共

き
ょ
う

感か
ん

の
一い

ち

形け
い

態た
い

で
あ
っ
て
、
他た

者し
ゃ

の
中な

か

に
自じ

分ぶ
ん

自じ

身し
ん

を
見み

つ
け
て
、
自じ

分ぶ
ん

の
言こ

と

葉ば

や
行こ

う

為い

が
理り

解か
い

さ
れ
る
と

期き

待た
い

で
き
る
状

じ
ょ
う

態た
い

を
指さ

す
。［
２
，　
ｐ
１
３
、
拙せ

つ

訳や
く

］

　

さ
ら
に
パ
フ
教

き
ょ
う

授じ
ゅ

は
、
南み

な
み
ア
フ
リ
カ
の
人じ

ん

種し
ゅ

や
部ぶ

族ぞ
く

な
ど
の

対た
い

立り
つ

を
仲

ち
ゅ
う

裁さ
い

す
る
人ひ

と

の
言こ

と

葉ば

を
引い

ん

用よ
う

し
て
い
る
。

　

信し
ん

用よ
う

の
レ
ベ
ル
が
高た

か

い
時と

き

に
は
、
調

ち
ょ
う

停て
い

の
席せ

き

で
も
双そ

う

方ほ
う

と
も
そ
れ
ほ
ど
警け

い

戒か
い

心し
ん

を
持も

た
ず
、
貴き

重ち
ょ
うな
情

じ
ょ
う

報ほ
う

を

進す
す

ん
で
共

き
ょ
う

有ゆ
う

し
た
。
こ
う
い
う
情

じ
ょ
う

報ほ
う

は
、
双そ

う

方ほ
う

に
と
っ

て
受う

け
入い

れ
可か

能の
う

な
仲

ち
ゅ
う

裁さ
い

案あ
ん

を
生う

み
出だ

す
の
に
不ふ

可か

欠け
つ

だ
っ
た
。

［
２
，　
ｐ
１
７
５
，　
拙せ

つ

訳や
く

］

　

す
な
わ
ち
、
共

き
ょ
う

感か
ん

が
信し

ん

用よ
う

を
育そ

だ

て
、
信し

ん

用よ
う

が
紛ふ

ん

争そ
う

解か
い

決け
つ

を

助た
す

け
、
平へ

い

和わ

を
創つ

く

り
だ
す
、
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
日に

本ほ
ん

列れ
っ

島と
う

で
は
、
太た

い

古こ

の
昔む

か
し
か
ら
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
が
高こ

う

度ど

に
機き

能の
う

し
て
い
た
よ
う
だ
。
自じ

由ゆ
う

社し
ゃ

の
中

ち
ゅ
う

学が
く

歴れ
き

史し

教き
ょ
う

科か

書し
ょ

は
、
こ
う

述の

べ
て
い
る
。

　
１
万ま

ん

年ね
ん

以い

上じ
ょ
うに
わ
た
る
縄

じ
ょ
う

文も
ん

時じ

代だ
い

の
大お

お

き
な
特と

く

徴ち
ょ
うは
、
遺い

跡せ
き

か
ら
戦せ

ん

争そ
う

の
武ぶ

器き

が
出

し
ゅ
つ

土ど

し
な
い
こ
と
で
す
。
三さ

ん

内な
い

丸ま
る

山や
ま

の
よ
う
な
巨き

ょ

大だ
い

遺い

跡せ
き

か
ら
で
さ
え
、
動ど

う

物ぶ
つ

を
狩か

る
た
め
の
弓ゆ

み

矢や

や
槍や

り

は
あ
り
ま
し
た
が
、武ぶ

器き

は
見み

つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

お
た
が
い
が
助た

す

け
合あ

う
和わ

の
社し

ゃ

会か
い

が
維い

持じ

さ
れ
。
精せ

い

神し
ん

的て
き

な

豊ゆ
た

か
さ
を
持も

ち
合あ

わ
せ
た
社し

ゃ

会か
い

で
あ
っ
た
と
考か

ん
が
え
ら
れ
ま
す
。

私わ
た
した
ち
の
祖そ

先せ
ん

で
あ
る
縄

じ
ょ
う

文も
ん

の
人ひ

と

々び
と

は
、「
和わ

の
文ぶ

ん

明め
い

」
と
も

呼よ

べ
る
こ
の
よ
う
な
お
だ
や
か
な
社し

ゃ

会か
い

を
築き

ず

い
て
い
た
の
で
す
。

［
３
，
ｐ
３
３
］

　

ま
さ
に
わ
が
国く

に

は
「
大や

ま

和と

」
す
な
わ
ち
「
大お

お

い
な
る
和わ

の

国く
に

」
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
人じ

ん

類る
い

の
進し

ん

化か

の
最さ

い

先せ
ん

端た
ん

の

姿す
が
たで
あ
っ
た
。

　

心し
ん

理り

的て
き

な
過か

程て
い

で
自じ

己こ

像ぞ
う

と
他た

者し
ゃ

像ぞ
う

が
重か

さ

ね
合あ

わ
さ

れ
て
、
人ひ

と

々び
と

は
あ
た
か
も
自じ

分ぶ
ん

の
た
め
で
あ
る
か
の
よ
う

に
他た

者し
ゃ

の
た
め
に
行こ

う

動ど
う

す
る
、
と
い
う
パ
フ
教

き
ょ
う

授じ
ゅ

の
学が

く

説せ
つ
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３
．『
中

ち
ゅ
う

学が
く

社し
ゃ

会か
い

新あ
た
らし
い
歴れ

き

史し

教き
ょ
う

科か

書し
ょ　

新し
ん

版ぱ
ん　
［
平へ

い

成せ
い

２
８
年ね

ん

度ど

採さ
い

用よ
う

］』、
自じ

由ゆ
う

社し
ゃ

、
Ｈ
２
７

４
．
伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

『
世せ

界か
い

が
称

し
ょ
う

賛さ
ん

す
る 

日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
知し

ら
な
い

日に

本ほ
ん

』、
育い

く

鵬ほ
う

社し
ゃ

、
Ｈ
２
８

７
．
人に

ん

間げ
ん

が
進し

ん

化か

の
過か

程て
い

で

　
　

獲か
く

得と
く

し
た
利り

他た

心し
ん

を

　
　

発は
っ

揮き

さ
せ
る
仕し

組く

み

は
、
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な
発は

っ

展て
ん

系け
い

を
持も

つ
。
そ
れ
は
国こ

っ

家か

な
ど
と
い
う

抽ち
ゅ
う

象し
ょ
う

的て
き

な
概が

い

念ね
ん

の
た
め
に
尽つ

く
す
と
き
に
も
、
人ひ

と

は

そ
れ
ら
を
何な

ん

ら
か
の
人じ

ん

物ぶ
つ

像ぞ
う

に
仮か

託た
く

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
事こ

と

で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
福ふ

く

島し
ま

原げ
ん

発ぱ
つ

で
利り

他た

的て
き

な
行こ

う

為い

を
し
た
人ひ

と

々び
と

を

動う
ご

か
し
て
い
た
の
は
、
原げ

ん

発ぱ
つ

の
被ひ

害が
い

を
抑お

さ

え
よ
う
と
い
う
よ
う

な
抽

ち
ゅ
う

象し
ょ
う

的て
き

な
思し

考こ
う

で
は
な
く
、
実じ

っ

際さ
い

に
福ふ

く

島し
ま

の
村む

ら

人び
と

を
想そ

う

像ぞ
う

し
て
、
彼か

れ

ら
を
救す

く

い
た
い
と
い
う
思お

も

い
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
の
で
あ
る
。［
２
，　
ｐ
６
５
］

　

そ
の
気き

持も

ち
は
、
終

し
ゅ
う

戦せ
ん

を
決け

つ

断だ
ん

し
た
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

の
次つ

ぎ

の
御ぎ

ょ

製せ
い

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
爆ば

く

撃げ
き

に　
た
ふ
れ
ゆ
く
民た

み

の
う
へ
を
お
も
ひ　
い
く
さ
と
め

け
り　
身み

は
い
か
な
ら
む
と
も

　

昭
し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

に
と
っ
て
、
国く

に

を
守ま

も

る
と
い
う
こ
と
は
「
爆ば

く

撃げ
き

に

倒た
お

れ
ゆ
く
民た

み

」
を
い
か
に
救す

く

う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

終
し
ゅ
う

戦せ
ん

後ご

、
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

が
全ぜ

ん

国こ
く

の
国こ

く

民み
ん

を
励は

げ

ま
そ
う
と
、
巡

じ
ゅ
ん

幸こ
う

を
始は

じ

め
ら
れ
る
と
、
各か

く

地ち

で
国こ

く

民み
ん

は
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

を
出で

迎む
か

え

た
。
佐さ

賀が

県け
ん

で
は
次つ

ぎ

の
よ
う
な
光こ

う

景け
い

が
見み

ら
れ
た
。

　

引ひ
き

揚あ
げ

者し
ゃ

の
一い

っ

行こ
う

の
前ま

え

で
は
、
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

は
、
深ふ

か

々ぶ
か

と
頭あ

た
ま
を

下さ

げ
た
。「
長な

が

い
間

あ
い
だ

遠と
お

い
外が

い

国こ
く

で
い
ろ
い
ろ
苦く

労ろ
う

し
て
大た

い

変へ
ん

で

あ
っ
た
だ
ろ
う
…
…
」
と
お
言こ

と

葉ば

を
か
け
ら
れ
た
。
す
る
と
一ひ

と

人り

の
引ひ

き

揚あ
げ

者し
ゃ

が
に
じ
り
寄よ

っ
て
言い

っ
た
。

「
天て

ん

皇の
う

の
た
め
」
す
な
わ
ち
「
国こ

っ

家か

の
た
め
」
に
尽つ

く
す
。

　
こ
う
し
て
考か

ん
が
え
る
と
、
国こ

く

民み
ん

の
幸し

あ
わ
せ
を
祈い

の

る
皇こ

う

室し
つ

を
国こ

く

民み
ん

統と
う

合ご
う

の
中

ち
ゅ
う

核か
く

と
し
て
戴い

た
だ
く
わ
が
国く

に

の
共

き
ょ
う

同ど
う

体た
い

と
し
て
の
構こ

う

造ぞ
う

は
、
人に

ん

間げ
ん

が
進し

ん

化か

の
過か

程て
い

で
獲か

く

得と
く

し
た
利り

他た

心し
ん

を
最さ

い

大だ
い

限げ
ん

に

発は
っ

揮き

さ
せ
る
た
め
の
き
わ
め
て
合ご

う

理り

的て
き

な
仕し

組く

み
で
あ
る
と
言い

え
る
の
で
は
な
い
か
。

（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

■

１
．
ダ
ニ
エ
ル・ゴ
ー
ル
マ
ン『
Ｓ
Ｑ
生い

き
か
た
の
知ち

能の
う

指し

数す
う

』、

日に
っ

本ぽ
ん

経け
い

済ざ
い

新し
ん

聞ぶ
ん

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

社し
ゃ

、
Ｈ
１
９

２
．D

o
n

ald W
 P

faff, 

＂T
h

e A
ltru

istic 

　
「
天て

ん

皇の
う

陛へ
い

下か

さ
ま
を
恨う

ら

ん

だ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
苦く

る

し
ん
で
い
る
の
は
私

わ
た
し

だ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
し

た
。
天て

ん

皇の
う

陛へ
い

下か

さ
ま
も
苦く

る

し

ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
が
今い

ま

わ
か
り
ま
し
た
。
今き

ょ

日う

か
ら

は
決け

っ

し
て
世よ

の
中な

か

を
呪の

ろ

い
ま

せ
ん
。
人ひ

と

を
恨う

ら

み
ま
せ
ん
。

天て
ん

皇の
う

陛へ
い

下か

さ
ま
と
一い

っ

緒し
ょ

に
私

わ
た
し

も
頑が

ん

張ば

り
ま
す
」［
４
，
ｐ

１
８
］

　

国こ
く

民み
ん

に
と
っ
て
は
、
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

と
い
う
人じ

ん

格か
く

こ
そ
が
、

国く
に

を
体た

い

現げ
ん

す
る
心し

ん

理り

的て
き

イ

メ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。
天て

ん

皇の
う

が

自じ

分ぶ
ん

た
ち
を
見み

舞ま

い
に
来き

て

下く
だ

さ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
は
、

国く
に

全ぜ
ん

体た
い

が
自じ

分ぶ
ん

た
ち
を
励は

げ

ま

し
て
く
れ
て
い
る
の
だ
、
と

い
う
覚か

く

醒せ
い

に
つ
な
が
っ
た
。
そ

こ
か
ら
、
戦せ

ん

後ご

復ふ
っ

興こ
う

の
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
湧わ

き
上あ

が
っ
て
い
っ

た
。

　

天て
ん

皇の
う

は
国こ

っ

家か

を
具ぐ

体た
い

的て
き

な

国こ
く

民み
ん

の
姿す

が
た

か
ら
把は

握あ
く

し
て
、

そ
の
幸し

あ
わ
せ
を
祈い

の

り
、
国こ

く

民み
ん

は

天て
ん

皇の
う

と
い
う
具ぐ

体た
い

的て
き

な
人じ

ん

格か
く

か
ら
国こ

っ

家か

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、

５
．「
特と

く

別べ
つ

な
事こ

と

を

                   

し
た
訳わ

け

で
は
な
い
」

６
．
共き

ょ
う

感か
ん

→
信し

ん

用よ
う

→
和わ

解か
い



EXPOSIÇÃO

HELENA TRINDADE – 
A LETRA É A TRAÇA 
DA LETRA  
Onde: Instituto Tomie Oh-
take (Rua Coropés 88, Pi-
nheiros) 
De 12/07 a 19/08/2018 
Horário:  Terça a sábado 
das 10h às 22h e Domingos 
e feriados das 10h às 18h
Ingresso: Entrada Gratuita 
Informações: 11/2245-1900 
ou www.institutotomieoh-
take.org.br

HISTORIAS AFRO
-ATLÂNTICAS  
Onde: Instituto Tomie Oh-
take (Rua Coropés 88, Pi-
nheiros) 
De 30/06 a 21/10/2018 
Horário: Dia 30/06 (11h às 
15h) e 3ª a domingo das 11h 
às 20h
Ingresso: Entrada Gratuita 
Informações: 11/2245-1900 
ou www.institutotomieoh-
take.org.br

AROMAS E SABORES
Artista Plástica Japo-
nesa: Maki Ueda
Onde: Japan House São 
Paulo (Avenida Paulista 52, 
Piso Térreo, Bela Vista)
De 05/06 a 30/09/2018
Horário: Terça a sábado das 
10h às 22h e Domingos e 
feriados das 10h às 18h
Ingresso: Entrada Gratuita
Informações: www.japa-
nhouse.jp/saopaulo

EXPOSIÇÃO TOYOTA – 
O RITMO DO ESPAÇO
Curadoria: Denise Mattar
Onde: Museu de Arte Bra-
sileira da FAAP (Rua Ala-
goas 903, Higienópolis)
De 23/06 a 02/09/2018
Horário: 2ª, 4ª, 5ª e 6ª das 
10h às 19h – última entrada 
às 18h. Sábados, domingos 
e feriados das 10h às 18h – 
última entrada às 17h.
Ingresso: Entrada Gratuita
Informações: www.yutaka-
toyota.com 

MÊS DO JAPÃO NO 
CENTRO CULTURAL 
DOS CORREIOS – RIO 
DE JANEIRO/RJ
Onde: Centro Cultural dos 
Correios do Rio da Janeiro 

(Rua Visconde de Itaboraí 
20, Centro, Rio de Janeiro/
RJ)
De 04 a 29/07/2018
Horário: 3ª a domingo, das 
12h às 17h
Informações: 21/2240-2383

EXPOSIÇÃO “TEM-
PLOS E MONUMEN-
TOS HISTÓRICOS DO 
JAPÃO”
Onde: InterContinental São 
Paulo (Alameda Santos 
1123, Cerqueira Cesar)
De 21/06 a 24/07/2018
Informações: 11/3179-2600

MUJI POP UP STORE 
Onde: Japan House São 
Paulo (Avenida Paulista 52, 
Piso Térreo, Bela Vista)
De 19/06 a 22/07/2018
Horário: Terça a sábado das 
10h às 22h e Domingos e 
feriados das 10h às 18h
Ingresso: Entrada Gratuita
Informações: www.japa-
nhouse.jp/saopaulo

EXPOSIÇÃO ITINE-
RANTE
VARIAÇÃO E AUTO-
NOMIA – AS GRAVU-
RAS DE ARTISTAS 
JAPONESES CON-
TEMPORÂNEOS
Classifi cação: Livre
Ingresso: Entrada Gratuita 
em Todos os Estados
Rio de Janeiro
Onde: Centro Cultural do 
Correio (Rua Visconde de 
Itaboraí 20, Centro)
De 04/07 a 28/07/2018 
Curitiba
Onde: Museu Paranaense 
(Rua Kellers 289, Alto São 
Francisco)
De 10/08 a 02/09/2018
Manaus
Onde: Palácio da Justiça 
(Av. Eduardo Ribeiro 901, 
Centro)
De 18/09 a 13/10/2018
Recife
Onde: Torre Malakoff (Pra-
ça Artur Oscar, S/N, Recife 
Antigo)
De 01/11 a 25/11/2018

CASARÃO DO CHÁ – 
MOGI DAS CRUZES/SP 
Onde: Casarão do Chá (Es-
trada Do Chá cx 05, acesso 
pela Estrada do Nagao, km 
3, Cocuera, Mogi das Cru-

zes/SP) 
Visitação: Todos os domin-
gos das 9h às 17h 
Durante a semana visitas 
monitoradas: Escolas – vi-
sitação gratuita; Grupos 
Turisticos – R$100,00 até 
30 pessoas. Agendamentos 
11/4792-2164 
Ingresso: Entrada Gratuita 
Informações: 11/4792-2164 
e www.casaraodocha.org.br 

EXPOSIÇÃO BANCOS 
INDÍGENAS DO BRA-
SIL
Onde: Pavilhão Japonês do 
Parque Ibirapuera – próx. 
ao MuseuAfro e Planetário 
(Acesso no Portão 3 e 10 na 
Av. Pedro Álvares Cabral)
De 09/06 a 05/08/2018
Visitação: quarta, sábado, 
domingo e feriado
Horário: das 10h às 17h
Ingresso: Entrada Gratuita

PAVILHÃO JAPONÊS 
– PARQUE DO IBIRA-
PUERA 
Onde: Pavilhão Japonês 
(Parque do Ibirapuera – por-
tão 10 - próx. ao Planetário 
e ao Museu Afro Brasil) 
Visitação: quarta-feira, sá-
bado, domingo e feriados 
Horário: das 10h às 12h e 
das 13h às 17h 

EVENTO 

ERA UMA VEZ… TA-
NABATA E AS REPRE-
SENTAÇÕES FEMINI-
NAS NAS FÁBULAS 
JAPONESAS
Onde: Biblioteca da Fun-
dação Japão em São Paulo 
(Avenida Paulista 52, 3º an-
dar, Bela Vista)
De 07/07 a 31/08/2018
Horário: 3ª à 6ª das 10h30 
às 19h30 e Sábado das 9h 
às 17h
Informações: 11/3141-0110

EXPO IMIN 110 – MA-
RINGA/PR
Onde: Parque de Exposi-
ções de Maringa (Av. Co-
lombo 2259, Vila Nova, 
Maringa/PR)
De 19 a 22/07/2018
Horário: 19 das 17h às 22h, 
20 e 21 das 10h às 22h e 22 
das 10h às 20h
Informaçoes: www.expoi-

min110.com.br 

TEZUMA – ARTE DO 
ILUSIONISMO TRADI-
CIONAL JAPONÊS
Porto Alegre
Onde: Teatro Dante Barone 
(Praça Mal. Deodoro 1101, 
Centro Histórico, Porto 
Alegre/RS)
Dia 19/07/2018
Horário: 20h
Ingresso: Entrada Gratuita 
(contribuição espontânea 
de 1kg de alimento não pe-
recível)
Informações: 51/3210-2000
São Paulo
21º FESTIVAL DO JAPÃO 
– 110 Anos da Imigração 
Japonesa no Brasil
Onde: São Paulo Expo 
Exhibition & Convention 
Center (Rodovia dos Imi-
grantes, km 1,5, São Paulo/
SP)
Dias 20,21 e 22/07/2018
Arena 110 anos
21/07 (sábado) às 15h50 e 
22/07 (domingo) às 12h20
Stand da Fundação Japão 
(pocket show)
20/07 (sexta) – 19h
21/07 (sábado) – 12h30, 
14h e 18h
22/07 (domingo) – 10h30, 
13h30 e 15h30
OBS: horários sujeitos a al-
terações 
Informações: www.festi-
valdojapao.com.br  

21º FESTIVAL DO JA-
PÃO 2018
Onde: São Paulo Expo (Ro-
dovia dos Imigrantes, km. 
1,5, São Paulo/SP)
Dias 20, 21 e 22/07/2018
Horário: 20 das 12h às 21h, 
21 das 9h às 21h e 22 das 
10h às 18h)
Ingresso: R$28,00 (Na Por-
ta) e R$22,00 (Antecipado)
Informações: 11/3277-
6108, 11/3277-8569 e 
www.festivaldojapao.com.
br 

COMEMORAÇÃO 110 
ANOS – SOLENIDADE 
OFICIAL
Onde: São Paulo Expo (Ro-
dovia dos Imigrantes, km. 
1,5, São Paulo/SP)
Dia 21/07/2018
Horário: 11h
Informações: 11/3277-
6108, 11/3277-8569 e 
www.festivaldojapao.com.
br 

30 ANOS DE JASPION 
E CHANGEMAN NO 
BRASIL – PLAY GEEK 
BRASIL – INDAIATU-
BA/SP
Onde: Indaiatuba Hall – 
anexo ao Hotel Íbis (Rod. 
Eng. Ermênio de Oliveira 
Penteado, Indaiatuba/SP)

週
末
お
で
か
け
情
報

Dias 20, 21 e 22/07/2018
Horário: 10h às 20h
Valores: R$29,00 a 
R$169,00
Informações: www.playge-
ekbrasil.com.br 

KARAOKÊ-DANCE NI-
KKEY CULTURAL
Pioneiro nessa atividade 
cujo objetivo é de propor-
cionar um ambiente fami-
liar onde os freqüentadores 
cantam suas músicas prefe-
ridas e dançam ritmos como 
o chá chá chá , rumba, forro 
, samba e country. Todos os 
domingos Baile com Músi-
ca ao Vivo. 
Onde: Assoc. Cultural 
Tokushima Kenjin do Bra-
sil (Av Dr Antonio Maria 
Laert 275, 100m do Metro 
Tucuruvi) 
Dias 21 e 22/07/2018 
Horário: Sábados Karaokê 
Dance das 8h às 16h e Do-
mingos das 8h às 18h e das 
18h às 22h Bailes com mú-
sica ao vivo.
Informações: 11/99857-
3845 com Iritsu 

FESTA DA CEREJEI-
RA EM FLOR DE CAMPOS DO JOR-
DÃO/SP
Onde: Parque das Cerejeiras e Recanto de 
Repouso Sakura-Home (Av Cap. Tassaburo 
Yamaguchi 2173, Vila Albertina, Campos do 
Jordão/SP) 
Dias 21, 22, 28, 29/07, 04, 05,11 e 12/08/2018
Horário: 9h às 16h
Ingresso: R$18,00
Estacionamento: Gratuito no local
Informações: 12/3662-2911 e www.festadace-
rejeira.net.br 

100 ANOS COLONIZAÇÃO JAPONE-
SA EM PROMISSÃO/SP
Onde: Praça Dr Shuhei Uetsuka, Promissão/
SP
Dia 22/07/2018
Horário: 10h às 22h

KARAOKE-DANCE DO NIKKEY CUL-
TURAL
Onde: Iwate Kenjin do Brasil (Rua Tomas 
Gonzaga 95, Liberdade)
Dias 26/07, 02, 09, 16, 23 e 30/08/2018 (todas 
as quintas)
Horário: 8h às 16h (Serve Almoço)
Informações:  11/99857-3845 com Iritsu

BAILE ALLEGRO
Animação: BANDA COCO MAMBO e 
vários Personal Dancers
Jantar: Buffet Elisa Culinária Oriental
Onde: Salão Social do Miyagui Kenjin (Rua 
Fagundes 152, Liberdade)
Dia 28/07/2018
Horário: 17h às 22h
Reservas com Beth : 11/3209-2609 e 11/99904-
2237 e E-mail: bethpromoter@gmail.com

40º TANABATA MATSURI – FESTIVAL 
DAS ESTRELAS
Onde: Praça da Liberdade
Dias 28 e 29/07/2018
Horário: sábado 10h30 às 19h e domingo 
10h30 às 18h

23日 (月 ) の

※本紙配達の都合で、当
番組表をご利用できない
地域もあると思います。あ
らかじめご了承ください。

00:00 ニュース 
00:20 旬感☆ゴトーチ！ 
00:45 連続テレビ小説「半分、

青い。」 (97) 
01:00 新日本風土記 選「うな

ぎ」 
02:00 出張 COOL JAPAN in 山

口 「山口はぶち穴場が
あふれちょるスペシャ
ル」 

02:50 Doki Doki ! ワールド
TV 

03:00 BS ニュース 
03:10 みんなのうた 
03:15 デザインあ 5 分版 
03:20 にっぽん百名山 「那須

岳」 
03:49 ワールドウェザー 
03:50 ごごナマ 「おしゃべり

日和」 
04:40 みちたん 
04:45 ピタゴラスイッチミニ 
04:50 BS ニュース 
05:01 にほんごであそぼ 
05:11 えいごであそぼ ｗｉｔ

ｈ Ｏｒｔｏｎ 
05:21 いないいないばあっ！ 
05:36 おかあさんといっしょ 
06:00 BS ニュース 
06:10 みいつけた！ 
06:25 すイエんサー 「背泳ぎ

で 25m 泳ぎた～い！」 
06:50 ごちそんぐ DJ 
06:55 名曲アルバム 
07:00 NHK ニュース ７ 
07:30 鶴瓶の家族に乾杯 「笑

顔対決！フィギュアの
村上佳菜子と神奈川県
真鶴町の旅」 

08:43 NHK プレマップ 
08:45 まいにちスクスク 
08:50 もういちど、日本 
08:58 ワールドウェザー 
09:00 ニュースウオッチ 9 
10:00 クローズアップ現代＋ 
10:25 プロフェッショナル 仕

事の流儀 「遺品と心を、
整理する～遺品整理士・
横尾将臣」 

11:10 ニュースチェック 11 
11:40 国際報道 2018 
12:30 ワールドウェザー 
12:35 グレーテルのかまど 

( アンコール）「“ジュラ
シック・パーク”の緑色
のゼリー」 

13:00 サイエンス ZERO 「生命
維持の要 エクソソー
ム」 

13:30 100 分 de 名著 「河合隼
雄スペシャル 第 4回」 

13:55 5 分でわかる「西郷どん」 

14:00 あの日 わたしは～証言
記録 東日本大震災～ 

14:05 ニュースチェック 11 
14:35 時論公論 
14:45 NHK短歌 「短歌de胸キュ

ン」 
15:10 きょうの健康 「肝炎 進

歩する治療」C 型肝炎 
抗ウイルス薬最新情報 

15:25 きょうの料理 生放送
「COOK9」 

15:50 きょうの料理ビギナーズ 
15:55 まる得マガジン 
16:00 ごごナマ 「おしゃべり

日和」 
16:50 みちたん 
16:55 NHK プレマップ 
17:00 おかあさんといっしょ 
17:24 みいつけた！ 
17:39 コレナンデ商会 
17:49 ゴー！ゴー！キッチン

戦隊クックルン 
17:59 ワールドウェザー 

18:00 NHK ニュース おはよう
日本 

20:00 連続テレビ小説「半分、
青い。」 (98) 

20:15 あさイチ 
21:55 みんなの体操 
22:00 ニュース・気象情報 
22:05 鶴瓶の家族に乾杯 「笑

顔対決！フィギュアの
村上佳菜子と神奈川県
真鶴町の旅」 

23:20 世界はほしいモノにあ
ふれてる 「イタリア縦
断！カッコかわいい文
房具」 

23:45 NHK プレマップ 
23:48 視点 ･論点 
23:58 ワールドウェザー 

24日 (火 ) の

※本紙配達の都合で、当
番組表をご利用できない
地域もあると思います。あ
らかじめご了承ください。

00:00 ニュース 
00:20 旬感☆ゴトーチ！ 
00:45 連続テレビ小説「半分、

青い。」 (98) 
01:00 趣味どきっ！ 「簡単！

便利！いまからスマホ」
第 8回 

01:25 おもてなしの基礎英語 
01:35 すくすく子育て 「目か

らウロコ！子育てアイ
デア大集合」 

02:05 15 分でにっぽん百名山 
｢ 常念岳」 

02:20 ガールズクラフト 
02:25 J-MELO 選「J-MERO in 

さいたま パート 2」 

02:55 名曲アルバム 
03:00 BS ニュース 
03:10 みんなのうた 
03:15 デザインあ 5 分版 
03:20 TOKYO ディープ！ 「ナイ

ショにしたい街 大井町」 
03:49 ワールドウェザー 
03:50 ごごナマ 「おしゃべり

日和」 
04:43 NHK プレマップ 
04:45 ピタゴラスイッチミニ 
04:50 BS ニュース 
05:01 にほんごであそぼ 
05:11 えいごであそぼ ｗｉｔ

ｈ Ｏｒｔｏｎ 
05:21 いないいないばあっ！ 
05:36 おかあさんといっしょ 
06:00 BS ニュース 
06:10 みいつけた！ 
06:25 天才てれびくん YOU 
06:59 ワールドウェザー 
07:00 NHK ニュース ７ 
07:30 内 村 五 輪 宣 言！～

TOKYO2020 開幕 2 年前
スペシャル～ 

08:43 NHK プレマップ 
08:45 まいにちスクスク 
08:50 もういちど、日本 
08:58 ワールドウェザー 
09:00 ニュースウオッチ 9 
10:00 クローズアップ現代＋ 
10:25 土曜時代ドラマ「そろ

ばん侍 風の市兵衛」 
(8)「帰り船」（中） 

11:03 NHK プレマップ 
11:05 5 分でわかる「西郷どん」 
11:10 ニュースチェック 11 
11:40 国際報道 2018 
12:30 ワールドウェザー 
12:35 先人たちの底力 知恵泉

（ちえいず） 「失敗の理
由はKY？源義経（後編）」 

13:19 ヨーコさんの“言葉” 
13:24 楽ラクワンポイント介

護 
13:30 猫のしっぽ カエルの手 

選「北の自然に遊ぶ～
北海道・旭川 南富良野」 

14:00 あの日 わたしは～証言
記録 東日本大震災～ 

14:05 ニュースチェック 11 
14:35 時論公論 
14:45 NHK 俳句「俳句さく咲

く！」 
15:10 きょうの健康 「肝炎 進

歩する治療」B 型肝炎 
肝がんへの進行を防ぐ 

15:25 きょうの料理 「つくろ
う！にっぽんの味 47」
福島県 

15:50 きょうの料理ビギナー
ズ 

15:55 まる得マガジン 
16:00 ごごナマ 「おしゃべり

日和」 
16:53 NHK プレマップ 
17:00 おかあさんといっしょ 
17:24 みいつけた！ 
17:39 コレナンデ商会 

17:49 ゴー！ゴー！キッチン
戦隊クックルン 

17:59 ワールドウェザー 
18:00 NHK ニュース おはよう

日本 
20:00 連続テレビ小説「半分、

青い。」 (99) 
20:15 あさイチ 
21:55 みんなの体操 
22:00 ニュース・気象情報 
22:05 内 村 五 輪 宣 言！～

TOKYO2020 開幕 2 年前
スペシャル～ 

23:20 所 さ ん！ 大 変 で す よ 
「お城が大ピンチ消え
る！？壊れる！？」 

23:48 視点 ･論点 
23:58 ワールドウェザー 

22日 (日 ) の

※本紙配達の都合で、当
番組表をご利用できない
地域もあると思います。あ
らかじめご了承ください。

00:00 ニュース 
00:15 NHK のど自慢 「埼玉県

越谷市」 
01:00 ニュース 
01:05 「半分、青い。」一週間 
01:25 Core Kyoto 選「陶工 

清水六兵衞～土にこめ
る伝統と創造」 

01:53 連続テレビ小説「半分、
青い。」総集編（前編） 

03:21 ニュース 
03:26 NHK プレマップ 
03:30 大相撲 名古屋場所 

「千秋楽～愛知県体育
館」 

06:00 ニュース 

06:05 ノージーのひらめき工
房 

06:20 コレナンデ サンデー 
06:30 E ダンスアカデミー 

「卒業したあのキッズ
が登場！シーズン 6

（16）」 
07:00 NHK ニュース ７ 
07:30 ダーウィンが来た！生

きもの新伝説 「密着 4
年！ワオキツネザル母
の絆」 

08:00 大河ドラマ「西郷どん」 
(27)「禁門の変」 

08:45 ニュース・気象情報 
09:00 明治維新 150 年 薩摩

焼 最高傑作に挑む 
09:45 NHK プレマップ 
09:49 ワールドウェザー 
09:50 世界ふれあい街歩き 

「ブラックカルチャー
の発信地 ＮＹハーレ
ム～アメリカ」 

10:50 ニュース・気象情報 
10:55 これでわかった！世界

のいま 
11:32 NHK プレマップ 
11:35 サンデースポーツ 2020 
12:35 NHK のど自慢 「埼玉県

越谷市」 
13:20 R134 ／湘南の約束～神

奈川発地域ドラマ～ 
14:20 女たちのガイロク 「人

生最大のピンチ その
とき、あなたは？」 

14:50 BS ニュース 
15:00 将棋フォーカス 
15:30 囲碁フォーカス 
16:00 みいつけた！さん 
16:30 5 分で「半分、青い。」 
16:35 大相撲 幕内の全取組 

名古屋場所 
17:00 大河ドラマ「西郷どん」 

‘(27)「禁門の変」 
17:45 さわやか自然百景 「山

形 飛島 春から初夏」 

17:59 ワールドウェザー 
18:00 NHKニュース おはよう

日本 
20:00 連続テレビ小説「半分、

青い。」 (97) 
20:15 あさイチ 
21:55 みんなの体操 
22:00 ニュース・気象情報 
22:05 ドラマ 10「透明なゆり

かご」 (1)「命のかけ
ら」 

22:52 探検バクモン 「世界が
注目！日本のテクノロ
ジー×アート」 

23:20 ドキュメント 72 時間 
「日本ダービー大行列」 

23:45 NHK プレマップ 
23:48 世界で一番美しい瞬

間 10min. 「ベルギー・
イーペル」 

23:58 ワールドウェザー 

（４）２０１８年 第５０４４号 ７月 ２１日 （土曜日）
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Premiê japonês quer ampliar número 
de pessoas que podem receber auxílio 
após fortes chuvas no país

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Desastre Natural (17/07/2018)

O premiê japonês, Shin-
zo Abe, disse que o gover-
no irá expandir o escopo 
de pessoas que podem re-
ceber moradia temporária 
após terem sido afetadas 
pelos recentes deslizamen-
tos de terra e enchentes.
Abe falou na terça-feira 
em uma reunião da força 

tarefa de emergência para 
desastres ligados às chu-
vas que afetaram princi-
palmente a região oeste do 
Japão.
Ele disse que espera que os 
municípios afetados ofere-
çam moradias temporárias 
às pessoas cujas casas não 
foram designadas como 

completamente destruídas.
Uma medida semelhante 
foi tomada após o forte 
terremoto que atingiu o su-
doeste do Japão em 2016, 
mas esse seria o primeiro 
caso para um desastre de 
enchentes.
Abe ressaltou que os es-
combros deixados pelo 

desastre precisam ser re-
movidos em breve. Ele 
afirmou que para esse fim, 
o governo irá enviar mais 
mil membros das Forças 
de Autodefesa e 70 cami-
nhões basculantes para a 
cidade de Kurashiki, na 
província de Okayama.

Altas temperaturas pioram condições de áreas 
atingidas por fortes chuvas no Japão

Desastre Natural (17/07/2018)

Os residentes da região 
oeste do Japão estão lu-
tando contra altas tempe-
raturas, ao mesmo tempo 
em que sofrem da devas-
tação das inundações e 
deslizamentos de terra 
causados pelas chuvas 
torrenciais sem preceden-
tes.
Nestes últimos dias, o 
calor tem sido intenso 

na maior parte do país, 
chegando a 38,8ºC no do-
mingo e a mais de 39ºC 
na segunda-feira.
As condições têm sido 
ainda piores na provín-
cia de Hiroshima, onde 
buscas por pessoas desa-
parecidas e trabalhos de 
limpeza continuam nas 
áreas atingidas. Voluntá-
rios têm sido forçados a 

Japão e França vão 
cooperar no setor de 
segurança marítima

Pyongyang reitera 
pedido por declaração do 
fim da Guerra da Coreia

Defesa Nacional (15/07/2018)

Coreia do Norte (15/07/2018)

Os chanceleres do Japão 
e da França concordaram 
em criar um mecanismo 
de diálogo para a coope-
ração em segurança marí-
tima.
Taro Kono e Jean-Yves Le 
Drian encontraram-se em 
Paris no sábado.
Os dois concordaram em 
cooperar de maneira pró-
xima para assegurar que a 
região dos Oceanos Índico 
e Pacífico continue livre e 
aberta com base no estado 
de direito.
A França tem territórios 
no sul do Pacífico, entre 
eles a Nova Caledônia.
Os ministros concorda-
ram também em realizar 
um seminário com a par-
ticipação do governo e do 
setor privado em Tóquio 
em dezembro como parte 
do novo mecanismo que 

A Coreia do Norte criti-
cou os Estados Unidos por 
pressioná-la a desnuclea-
rizar-se e reiterou o pedi-
do por discussões sobre 
declarar o fim da Guerra 
da Coreia.
A crítica foi feita em um 
texto publicado no domin-
go em um website estatal. 
O artigo discute a reunião 
realizada no início do mês 
entre o secretário america-
no de Estado, Mike Pom-
peo, e Kim Yong Chol, 
vice-presidente da sigla 
de governo norte-coreana, 
o Partido dos Trabalhado-
res.
Durante o encontro em 
Pyongyang, os Estados 
Unidos demandaram que 

cobre vários tópicos rela-
cionados à segurança ma-
rítima.
Os chanceleres também 
mencionaram que a Co-
reia do Norte tem de aban-
donar as armas nucleares 
e outros armamentos de 
destruição em massa de 
maneira completa, verifi-
cável e irreversível. Para 
tanto, eles afirmaram que 
as sanções com base nas 
resoluções do Conselho 
de Segurança das Nações 
Unidas devem ser manti-
das.
Os dois também confir-
maram que seus países 
vão continuar a cooperar 
de maneira próxima na 
defesa do comércio livre 
e justo tendo em mente o 
crescente conflito comer-
cial entre Estados Unidos 
e China.

a Coreia do Norte primei-
ro tome medidas rumo à 
desnuclearização. O tex-
to critica Washington por 
não mencionar o estabele-
cimento da paz na Penín-
sula Coreana, o que diz 
ser questão fundamental 
para impedir uma piora na 
situação e uma guerra.
A publicação defende ain-
da no artigo que declarar o 
fim da Guerra da Coreia é 
o primeiro passo para ate-
nuar as tensões. Segundo 
o texto, Washington deve-
ria mostrar sua sincerida-
de e agir de forma simul-
tânea e em fases com base 
na confiança e no respeito 
mútuo.

descansarem frequente-
mente à sombra para se 
protegerem a si mesmos.
Na província de Okaya-
ma, residentes e volun-
tários estão lidando com 
uma grande quantidade 
de destroços que foram 
acumulados ao longo das 
ruas e estradas. O lixo co-
meçou a exalar mau chei-
ro e atrapalhar o tráfego.

Masaharu Nakagawa, mi-
nistro do Meio Ambien-
te, visitou a província no 
domingo. Ele disse que o 
governo vai ajudar a en-
contrar locais para depo-
sitar os destroços e elevar 
a velocidade dos traba-
lhos de remoção.

Termômetros registram 40ºC em 
cidade da região central do Japão

Onda de calor  (18/07/2018)

A onda de calor que 
persiste no leste e oeste 
do Japão fez com que os 
termômetros registrassem 
uma temperatura recor-
de, nesta quarta-feira, em 
uma cidade da província 
de Gifu, região central do 
país.
Segundo a Agência de 
Meteorologia, um forte 
sistema de alta pressão 
está cobrindo uma vasta 

área.
A temperatura mais alta 
- 40,7 graus centígrados 
- foi registrada, na quarta-
feira à tarde, em Tajimi, 
província de Gifu.
Anteriormente, a tempe-
ratura mais alta havia sido 
registrada na cidade de 
Shimanto, província de 
Kochi, há cinco anos.
Na quarta-feira, os termô-
metros registraram 39,7 

graus, em Toyota, e 39,2, 
em Nagoia, ambas situa-
das na província de Aichi.
Autoridades afirmaram 
que temperaturas extre-
mas podem ser fatais, e 
advertiram para que as 
pessoas tomem medidas 
de precaução contra a in-
solação.
Especialistas aconse-
lham as pessoas que se 
abstenham de praticar 

exercícios durante o dia, 
utilizem aparelhos de 
ar-condicionado em am-
bientes fechados, mante-
nham-se bem hidratadas e 
ingiram sal.
Advertiram ainda que os 
sobreviventes em áreas 
seriamente afetadas pelos 
recentes desastres desen-
cadeados pelas chuvas e 
as pessoas engajadas em 
esforços de recuperação 
devem tomar muito cui-
dado, já que se encontram 
em circunstâncias severas.

Revista internacional 
localiza instalação secreta de 
enriquecimento de urânio na 
Coreia do Norte

Revisão da postura do Japão em relação 
ao sistema de defesa contra mísseis

Coreia do Norte (17/07/2018)

Comentário (17/07/2018)

A revista internacional 
de notícias Diplomat afir-
mou ter localizado uma 
instalação secreta de enri-
quecimento de urânio nos 
subúrbios de Pyongyang, 
na Coreia do Norte.
Segundo a publicação, o 
local é conhecido por au-
toridades de inteligência 

Mais de um mês já se 
passou desde o primeiro 
encontro de cúpula da his-
tória entre os Estados Uni-
dos e a Coreia do Norte.
Após a diminuição da ten-
são entre os dois países, 
o governo do Japão di-
minuiu sua defesa contra 
mísseis balísticos da Co-
reia do Norte.
Por outro lado, o governo 
diz que a ameaça da Co-
reia do Norte ainda existe, 
e que pretende manter seu 
plano de criar e ativar o al-
tamente avançado sistema 
interceptador de mísseis 
Aegis Ashore.
Hoje, para o Comentá-
rio, Tsuyoshi Masuda, da 
NHK, fala sobre as pers-
pectivas do programa de 
defesa contra mísseis do 
Japão.
Masuda diz: “Depois da 
reunião de cúpula entre 
Estados Unidos e Coreia 

dos Estados Unidos como 
a instalação de enriqueci-
mento de Kangson, onde 
é produzido material para 
armas nucleares. Seu local 
específico jamais havia 
sido identificado.
A revista, que é especia-
lizada em diplomacia e 
segurança, analisou ima-

do Norte, realizada no 
dia 12 de junho, o gover-
no japonês decidiu dimi-
nuir, no final de junho, 
seu sistema de patrulha e 
monitoramento contra os 
mísseis balísticos da Co-
reia do Norte, levando em 
consideração a redução 
da tensão dentro e ao re-
dor da Península Coreana. 
Como parte dessa revisão, 
foi suspensa a utilização 
contínua de destróieres 
Aegis no Mar do Japão. 
Contudo, a ordem do Mi-
nistério da Defesa de des-
truir qualquer míssil que 
se aproxime foi mantida 
inalterada, ao passo que 
destróieres Aegis estão 
de prontidão para serem 
utilizados a qualquer mo-
mento, caso a situação 
mude.
O governo também de-
cidiu suspender, por en-
quanto, simulações de 

gens de satélite com base 
em informações de inteli-
gência americana. Ela co-
laborou com pesquisado-
res liderados por Jeffrey 
Lewis, do Instituto Mid-
dlebury de Estudos Inter-
nacionais em Monterey, 
na Califórnia.
De acordo com a equipe, 
a instalação de Kangson, 
que se situa a poucos qui-
lômetros da capital norte-
coreana, pode ter entrado 
em operação já em 2003.
Sabe-se que a Coreia do 
Norte possui uma insta-

lação de enriquecimento 
de urânio em seu com-
plexo nuclear principal 
de Nyongbyon. A revis-
ta declarou que, além de 
Nyongbyon, Kangson é a 
primeira instalação secre-
ta de enriquecimento de 
urânio.
A Diplomat menciona 
uma fonte de inteligência 
dos Estados Unidos, que 
teria dito que estima-se 
que a instalação de Kang-
son tem o dobro de tama-
nho da de Nyongbyon.

evacuação em caso de 
lançamentos de mísseis da 
Coreia do Norte. Contu-
do, a decisão do governo 
de suspender esses treina-
mentos não resulta apenas 
da diminuição da possibi-
lidade de um lançamento 
de mísseis pela Coreia do 
Norte, refletindo também 
preocupações sobre a pos-
sibilidade da continuação 
desses exercícios ser vis-
ta como uma provocação 
pela Coreia do Norte, o 
que poderia prejudicar o 
clima de reconciliação. 
Por outro lado, o gover-
no não abandonou seus 
planos de utilizar o sis-
tema Aegis Ashore, com 
intenção de colocá-lo em 
operação no ano fiscal de 
2023, como havia sido 
originalmente programa-
do.
O Aegis Ashore é uma 
instalação terrestre que 
usa o avançado sistema 
de defesa aérea Aegis e 
custa 100 bilhões de ienes 

por unidade. O governo 
diz que todo o território 
do Japão pode ser defen-
dido com duas unidades 
Aegis, e pretende colocar 
uma na cidade de Akita, 
no nordeste do Japão, e a 
outra na cidade de Hagi, 
na província de Yamagu-
chi no oeste do país. Am-
bos os locais ficam dentro 
de áreas de treinamento 
da Força Terrestre de Au-
todefesa. Para melhorar a 
capacidade de defesa do 
Japão apesar dos limites 
orçamentários, o governo 
precisa levar em conside-
ração fatores como custo
-benefício e seu impacto 
na diplomacia e na obten-
ção da compreensão do 
público.
Acho que o governo deve 
iniciar uma discussão 
abrangente sobre a neces-
sidade e os riscos do sis-
tema, e tentar responder 
todas as perguntas que a 
população possa ter.”
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０
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の
「
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日に
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つ

り
」
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２
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。
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と
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ょ
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。
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ょ
くあ
る

郷き
ょ
う

土ど

料り
ょ
う

理り

を
提て

い

供き
ょ
うす
る
中な

か

、
一い

ち

部ぶ

で
は
ガ
ス
が
出で

な
い
ト
ラ
ブ
ル
に
見み

舞ま

わ
れ
た
。

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
は
初し

ょ

日に
ち

か
ら
多お

お

く
の
来ら

い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

で
賑に

ぎ

わ
っ
た
が
、

と
り
わ
け
和な

ご
や

か
だ
っ
た
の
が

会か
い

場じ
ょ
うに
入は

い

っ
て
左ひ

だ
り

に
行い

き
ホ

ン
ダ
と
援え

ん

協き
ょ
うの
ブ
ー
ス
の
間

あ
い
だ

を
進す

す

む
と
あ
る
「
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

広ひ
ろ

場ば

」。
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場じ

ょ
う

が
設せ

つ

営え
い

さ
れ
て
い
て
、
中な

か

で
は
３

人に
ん

の
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

が
周ま

わ

り
の
賑に

ぎ

わ

　
「
ア
ベ
ニ
ー
ダ
・
ジ
ャ
ポ
ン
」

を
奥お

く

ま
で
進す

す

む
と
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り

の
代だ

い

名め
い

詞し

「
郷

き
ょ
う

土ど

食し
ょ
くコ
ー

ナ
ー
」
が
現あ

ら
わ
れ
る
。
今こ

年と
し

は

５
４
団だ

ん

体た
い

が
出

し
ゅ
っ

店て
ん

し
、
特と

く

色
し
ょ
く

溢あ
ふ

れ
る
郷

き
ょ
う

土ど

料り
ょ
う

理り

を
提て

い

供き
ょ
う。

普ふ

段だ
ん

は
食た

べ
ら
れ
な
い
日に

本ほ
ん

の
味あ

じ

が
目め

白じ
ろ

押お

し
だ
。

高こ
う

知ち

県け
ん

人じ
ん

会か
い

は
「
か
つ
お

の
た
た
き
」（
２
５
レ
ア
ル
）、

「
鯛た

い

蒸む

し
」（
６
０
レ
ア
ル
）

な
ど
の
魚

さ
か
な

料り
ょ
う

理り

を
提て

い

供き
ょ
う。
た

た
き
は
表

ひ
ょ
う

面め
ん

を
あ
ぶ
っ
た
良よ

い
焼や

き
加か

減げ
ん

で
、
ね
ぎ
と
に

ん
に
く
の
風ふ

う

味み

が
食

し
ょ
く

欲よ
く

を
そ

そ
る
。
１
５
切き

れ
ほ
ど
入は

い
っ
て

い
て
味あ

じ

も
価か

格か
く

も
大だ

い

満ま
ん

足ぞ
く

だ
。

和わ

歌か

山や
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
「
お
好こ

の

み
焼や

き
」（
２
５
レ
）
は
例れ

い

年ね
ん

通ど
お

り
の
人に

ん

気き

で
、
昼ひ

る

時ど
き

に
は

５
０
人に

ん

以い

上じ
ょ
うが
並な

ら

ん
で
い
た
。

姉し

妹ま
い

で
訪お

と
ず
れ
た
モ
リ
モ
ト
・

ミ
チ
エ
さ
ん
（
６
８
、
二に

世せ
い

）

と
ユ
リ
カ
（
５
８
、二に

世せ
い

）
は

「
ソ
ー
ス
と
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
の
味あ

じ

が
お
い
し
い
。
野や

菜さ
い

た
っ
ぷ
り

で
ヘ
ル
シ
ー
ね
」
と
笑え

顔が
お

で
味あ

じ

わ
っ
て
い
た
。

　

大お
お

分い
た

県け
ん

人じ
ん

会か
い

は
郷

き
ょ
う

土ど

料
り
ょ
う

理り

「
鶏と

り

飯め
し

」（
１
３
レ
）
と

「
団だ

ん

子ご

汁じ
る

」（
１
３
レ
）
で
勝

し
ょ
う

負ぶ

。「
鶏と

り

飯め
し

」
は
鶏と

り

の
皮か

わ

を

い
た
め
て
出だ

し
た
油あ

ぶ
らで
鶏と

り

肉に
く

、

ニ
ン
ジ
ン
、
ゴ
ボ
ウ
な
ど
の

材ざ
い

料り
ょ
うを
炒い

た

め
、
炊た

い
た
ご
飯は

ん

と
に
ん
に
く
と
一い

っ

緒し
ょ

に
追お

い
炊だ

き
す
る
と
い
う
こ
だ
わ
り
の

一い
っ

品ぴ
ん

。
漬つ

け

物も
の

付つ

き
。「
鶏

に
わ
と
り

飯め
し

」

と「
団だ

ん

子ご

汁じ
る

」の
セ
ッ
ト（
２
２

レ
）
も
お
得と

く

。

　

岩い
わ

手て

県け
ん

人じ
ん

会か
い

は
出だ

汁し

に
こ

だ
わ
っ
た
「
わ
か
め
う
ど
ん
」

（
２
０
レ
）
が
一い

ち

押お

し
。
昆こ

ん

布ぶ

、
し
い
た
け
、
煮に

干ぼ
し

、
鰹

か
つ
お

節ぶ
し

で
煮に

、
醤

し
ょ
う

油ゆ

や
砂さ

糖と
う

で
味あ

じ

付つ

け
し
た
。
深ふ

か

い
味あ

じ

わ
い
は

１
０
年ね

ん

以い

上じ
ょ
うに
渡わ

た

っ
て
研け

ん

究
き
ゅ
う

を
続つ

づ

け
た
賜た

ま

物も
の

。
名め

い

物ぶ
つ

「
盛も

り

岡お
か

そ
ば
」（
２
０
レ
）
も
提て

い

供き
ょ
うし
て
い
る
。

　

軽け
い

食し
ょ
くに
は
埼さ

い

玉た
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の

手て

作づ
く

り
「
カ
レ
ー
パ
ン
」（
２

個こ

、１
５
レ
）
が
打う

っ
て
つ
け
。

日に

本ほ
ん

か
ら
Ｕ
Ｓ
Ｐ
に
留

り
ゅ
う

学が
く

中
ち
ゅ
う

の
幸こ

う

島し
ま

柚ゆ

里り

さ
ん
（
２
２
）は

「
皮か

わ

が
も
ち
も
ち
で
面お

も

白し
ろ

い

食し
ょ
っ

感か
ん

。
ひ
き
肉に

く

と
野や

菜さ
い

が
た

っ
ぷ
り
入は

い

っ
て
い
て
、
と
っ
て

も
お
い
し
い
」
と
満ま

ん

足ぞ
く

そ
う

に
ほ
う
ば
っ
た
。

　

山や
ま

梨な
し

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
「
い
ち
ご

大だ
い

福ふ
く

」（
６
個こ

、２
５
レ
ア
ル
）

は
、
苺い

ち
ご
の
酸さ

ん

味み

が
さ
わ
や
か

で
食

し
ょ
く

後ご

に
ぴ
っ
た
り
。
３
０

人に
ん

体た
い

制せ
い

で
作つ

く

っ
て
い
て
、
い
つ

も
出で

来き

立た

て
が
味あ

じ

わ
え
る
。

鹿か

児ご

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
「
か
る
か

ん
饅ま

ん

頭じ
ゅ
う」（
６
個こ

、
１
５
レ
）

や
「
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
」（
バ

ニ
ラ
８
レ
、
抹ま

っ

茶ち
ゃ

９
レ
）
な

ど
も
あ
り
、
デ
ザ
ー
ト
に
何な

に

を
食た

べ
る
か
が
悩な

や

み
ど
こ
ろ

だ
。

ガ
ス
の
ト
ラ
ブ
ル
で
当と

う

初し
ょ

、

火ひ

が
使つ

か

え
な
い
県け

ん

人じ
ん

会か
い

も

　

正
し
ょ
う

午ご

に
開か

い

場じ
ょ
うし
た
も
の
の

ガ
ス
が
供

き
ょ
う

給き
ゅ
うさ
れ
な
い
ト
ラ

ブ
ル
が
発は

っ

生せ
い

。「
喜き

多た

方か
た

ラ

ー
メ
ン
」
の
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

は

午ご

後ご

１
時じ

５
０
分ぷ

ん

に
な
っ
て

よ
う
や
く
火ひ

が
使つ

か

え
る
よ
う

　
【
続ぞ

く

報ほ
う

、
リ
オ
発は

つ

＝
國こ

く

分ぶ

雪ゆ

月づ
き

記き

者し
ゃ

】
リ
オ
市し

に
１
８

日に
ち

午ご

前ぜ
ん

に
着つ

い
た
眞ま

子こ

さ
ま

は
午ご

後ご

、
リ
オ
植

し
ょ
く

物ぶ
つ

園え
ん

で
天て

ん

皇の
う

皇こ
う

后ご
う

両り
ょ
う

陛へ
い

下か

が
皇こ

う

太た
い

子し

夫ふ

妻さ
い

時じ

代だ
い

の
１
９
６
７
年ね

ん

に
植

し
ょ
く

樹じ
ゅ

し
た
パ
ウ
・
ブ
ラ
ジ
ル
か

ら
育そ

だ

て
ら
れ
た
苗な

え

木ぎ

を
記き

念ね
ん

植し
ょ
く

樹じ
ゅ

し
、
そ
の
後ご

コ
ル
コ
ヴ

ァ
ー
ド
に
向む

か
っ
た
。

　

コ
ル
コ
ヴ
ァ
ー
ド
の
丘お

か

で

は
リ
オ
大だ

い

司し

教き
ょ
う

区く

の
セ
ル

ジ
オ
・
コ
ス
タ
・
コ
ウ
ト
神し

ん

父ぷ

か
ら
キ
リ
ス
ト
像ぞ

う

や
リ
オ

市し

に
つ
い
て
の
説せ

つ

明め
い

を
受う

け

た
。
偶ぐ

う

然ぜ
ん

居い

合あ

わ
せ
た
観か

ん

光こ
う

に
な
っ
た
。
同ど

う

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
渡わ

た

辺な
べ

三み
つ

男お

さ
ん
（
７
１
、
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

）
は
「
県け

ん

人じ
ん

会か
い

に
と
っ
て

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
が
一い

ち

年ね
ん

で
一い

ち

番ば
ん

の
収

し
ゅ
う

入に
ゅ
う

源げ
ん

。
こ
ん
な
こ
と
で
は
困こ

ま

る
」
と
嘆な

げ

い
た
。

　

原げ
ん

因い
ん

は
ガ
ス
の
供

き
ょ
う

給き
ゅ
う

方ほ
う

法ほ
う

が
変か

わ
っ
た
の
に
、
そ
れ
に
適て

き

応お
う

し
た
調

ち
ょ
う

理り

器き

具ぐ

へ
の
接せ

つ

続ぞ
く

部ぶ

品ひ
ん

が
無な

か
っ
た
こ
と
。
山や

ま

田だ

会か
い

長ち
ょ
うは
「
変か

わ
る
こ
と
は

事じ

前ぜ
ん

に
各か

く

県け
ん

人じ
ん

会か
い

に
伝つ

た

え
た

が
説せ

つ

明め
い

が
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

で
な
か
っ
た
」

と
釈

し
ゃ
く

明め
い

す
る
。
業

ぎ
ょ
う

者し
ゃ

が
順

じ
ゅ
ん

次じ

対た
い

応お
う

し
午ご

後ご

２
時じ

で
９
割わ

り

の

ブ
ー
ス
が
使つ

か

え
る
よ
う
に
な
っ

た
が
、
昼

ち
ゅ
う

食し
ょ
くの
ピ
ー
ク
タ
イ

ム
に
販は

ん

売ば
い

で
き
な
い
県け

ん

人じ
ん

会か
い

が
出で

て
し
ま
っ
た
。

　

愛あ
い

知ち

県け
ん

人じ
ん

会か
い

も
そ
の
う
ち

客き
ゃ
くが
、
何な

に

ご
と
か
と
静し

ず

ま
り

返か
え

っ
て
見み

守ま
も

る
中な

か

、
眞ま

子こ

さ

ま
は
リ
オ
市し

を
し
ず
か
に
見み

渡わ
た

し
、時と

き

折お
り

笑え

顔が
お

を
見み

せ
た
。

　

ご
訪ほ

う

問も
ん

の
姿す

が
た

に
接せ

っ

し
た
カ

リ
オ
カ
や
、
リ
オ
日に

っ

系け
い

協き
ょ
う

会か
い

の
記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

で
交こ

う

流り
ゅ
うし
た
日に

っ

系け
い

人じ
ん

に
皇こ

う

室し
つ

訪ほ
う

問も
ん

の
喜よ

ろ
こ

び
を

た
ず
ね
た
。

　

高た
か

台だ
い

で
警け

い

備び

を
し
て
い
た

ジ
ョ
ル
ジ
・
ム
ル
タ
・
ダ
・

シ
ル
ヴ
ァ
さ
ん
（
６
５
）
は
、

案あ
ん

内な
い

に
来ら

い

社し
ゃ

し
た
菊き

く

田た

圓え
ん

環か
ん

日に
ち

語ご

編へ
ん

集し
ゅ
う

員い
ん

、
シ
ル

ヴ
ィ
ア
圓え

ん

環か
ん

ポ
語ご

編へ
ん

集し
ゅ
う

長ち
ょ
う

　

２
１
日に

ち

に
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

式し
き

典て
ん

に

出し
ゅ
っ

席せ
き

す
る
た
め
に
来ら

い

伯は
く

し

た
、
自じ

由ゆ
う

民み
ん

主し
ゅ

党と
う

横よ
こ

浜は
ま

市し

議ぎ

員い
ん

団だ
ん

の
横よ

こ

山や
ま

正ま
さ

人と

団だ
ん

長ち
ょ
うと
田た

野の

井い

一か
ず

雄お

市し

議ぎ

が
２
０
日か

、

挨あ
い

拶さ
つ

の
た
め
に
来ら

い

社し
ゃ

し
た
。

来ら
い

伯は
く

５
度ど

目め

と
い
う
横よ

こ

山や
ま

団だ
ん

長ち
ょ
うは
「
菊き

く

地ち

義よ
し

治は
る

１
１
０

周し
ゅ
う

年ね
ん

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
うが
横よ

こ

浜は
ま

に

来こ

ら
れ
て
、『
移い

民み
ん

が
出

し
ゅ
っ

発ぱ
つ

し

た
横よ

こ

浜は
ま

と
神こ

う

戸べ

は
関か

ん

係け
い

が
深ふ

か

い
。
ぜ
ひ
代だ

い

表ひ
ょ
うを
式し

き

典て
ん

に
送お

く

っ

て
欲ほ

し
い
』
と
要よ

う

請せ
い

さ
れ
た

の
を
受う

け
、や
っ
て
き
ま
し
た
」

と
説せ

つ

明め
い

し
た
。

　

２
市し

議ぎ

は
１
９
日に

ち

に
到と

う

着
ち
ゃ
く

し
、
晩ば

ん

に
は
在ざ

い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

公こ
う

邸て
い

で
総そ

う

領り
ょ
う

事じ

と
懇こ

ん

談だ
ん

。
議ぎ

員い
ん

団だ
ん

は
２
人り

で
、
市し

職し
ょ
く

員い
ん

も

２
０
日か

に
２
人に

ん

が
合ご

う

流り
ゅ
うし
た
。

式し
き

典て
ん

翌よ
く

日じ
つ

、
２
２
日に

ち

深し
ん

夜や

の

便び
ん

で
帰き

国こ
く

す
る
。

横よ
こ

山や
ま

団だ
ん

長ち
ょ
う

は
、「
一ひ

と

人り

は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
横よ

こ

浜は
ま

市し

事じ

務む

所し
ょ

か
ら
来き

ま
す
。
市し

で
は
海か

い

外が
い

企き

業ぎ
ょ
うの
誘ゆ

う

致ち

に
力ち

か
ら

を
入い

れ

い
そ
っ
ち
の
け
で
、
の
ん
び
り

と
楽た

の

し
ん
で
い
た
。
同ど

う

広ひ
ろ

場ば

で
は
他ほ

か

に
も
将

し
ょ
う

棋ぎ

や
碁ご

を
楽た

の

し
め
た
り
、
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

は
無む

料
り
ょ
う

で
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受う

け
ら
れ
た

り
す
る
。
無む

料り
ょ
うマ
ッ
サ
ー
ジ
を

提て
い

供き
ょ
うす
る
森も

り

山や
ま

道ど
う

場じ
ょ
うの
森も

り

山や
ま

雅ま
さ

和か
ず

師し

範は
ん

は
「
お
灸き

ゅ
う

も
で
き

ま
す
よ
！
」
と
呼よ

び
か
け
て

い
た
。

　
　
　
　
　

◎

　

眞ま
こ

子こ

さ
ま
歓か

ん

迎げ
い

式し
き

典て
ん

に

出し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
リ
オ
市し

の
日に

っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん

化か

協き
ょ
う

会か
い

の
聰そ

う

伯は
く

バ
ス
ト
ス
会か

い

長ち
ょ
う

は
非ひ

日に
っ

系け
い

。
曹そ

う

洞と
お

禅ぜ
ん

宗
し
ゅ
う

や
空か

ら

手て

な
ど
に
触ふ

れ
、
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

に
魅み

了り
ょ
うさ
れ
て
い
っ
た
一ひ

と

人り

。
過か

去こ

に
は
拓た

く

殖し
ょ
く

大だ
い

学が
く

で

学ま
な

ぶ
な
ど
日に

本ほ
ん

で
生せ

い

活か
つ

し
た

こ
と
も
。
現げ

ん

在ざ
い

は
ア
ル
ベ
ル

ト
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
大だ

い

学が
く

で
東と

う

洋よ
う

医い

学が
く

を
教お

し

え
る
な
ど
、野

の

口
ぐち

泰
やすし

在
ざい

聖
せい

総
そう

領
りょう

事
じ

（中
ちゅう

央
おう

）と懇
こん

談
だん

した横
よこ

山
やま

団
だん

長
ちょう

（左
ひだり

）と田
た

野
の

井
い

市
し

議
ぎ

（右
みぎ

から２人
にん

目
め

）

　

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
２
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

だ
っ

た
昨さ

く

年ね
ん

よ
り
、
今こ

年と
し

は
会か

い

場
じ
ょ
う

面め
ん

積せ
き

を
拡か

く

大だ
い

。
入い

り
口ぐ

ち

か
ら

中な
か

へ
進す

す

む
と
ま
ず
５
千せ

ん

人に
ん

収
し
ゅ
う

容よ
う

の
１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

式し
き

典て
ん

会か
い

場
じ
ょ
う

が
あ
り
、
そ
の
横よ

こ

に
は
式し

き

典て
ん

会か
い

場じ
ょ
うと
同お

な

じ
位く

ら
い
の
大だ

い

面め
ん

積せ
き

の

池い
け

崎ざ
き

商し
ょ
う

会か
い

の
巨き

ょ

大だ
い

ブ
ー
ス
が

設せ
っ

置ち

さ
れ
て
い
る
。
化け

粧し
ょ
う

品ひ
ん

な
ど
美び

用よ
う

品ひ
ん

関か
ん

係け
い

の
商

し
ょ
う

品ひ
ん

が
ず
ら
っ
と
並な

ら

び
、
女じ

ょ

性せ
い

来ら
い

場
じ
ょ
う

者し
ゃ

が
目め

を
輝か

が
やか
せ
て
い
た
。

　

目め

抜ぬ

き
通ど

お

り
の
「
ア
ベ
ニ

ー
ダ
・
ジ
ャ
ポ
ン
」
の
両

り
ょ
う

脇わ
き

に

は
ト
ヨ
タ
、
ホ
ン
ダ
に
始は

じ

ま

る
企き

業ぎ
ょ
うブ
ー
ス
が
並な

ら

ぶ
。
た

く
さ
ん
の
展て

ん

示じ

車し
ゃ

や
、「
キ
リ

ン
一い

ち

番ば
ん

」
ブ
ー
ス
の
大お

お

き
な
鳥と

り

居い

と
楼ろ

う

閣か
く

が
豪ご

う

勢せ
い

な
雰ふ

ん

囲い

気き

で
目め

を
引ひ

い
た
。

こ
だ
わ
り
の
郷き

ょ
う

土ど

料り
ょ
う

理り

に
舌し

た

鼓つ
づ
み

初し
ょ

日に
ち

か
ら
行ぎ

ょ
う

列れ
つ

で
大だ

い

盛せ
い

況き
ょ
う

！

コ
ル
コ
ヴ
ァ
ー
ド
の
警け

い

備び

員い
ん

を
１
２
年ね

ん

務つ
と

め
て
い
る
。
皇こ

う

室し
つ

ご
訪ほ

う

問も
ん

の
た
め
、
観か

ん

光こ
う

客
き
ゃ
く

へ
の
呼よ

び
か
け
や
整せ

い

備び

に
あ

た
る
な
ど
忙せ

わ

し
な
く
動う

ご

き
回ま

わ

っ
て
い
た
。
連れ

ん

邦ぽ
う

警け
い

察さ
つ

時じ

代だ
い

に
は
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うの
護ご

衛え
い

も
し
た

こ
と
に
触ふ

れ
、「
で
も
、
お

姫ひ
め

さ
ま
は
初は

じ

め
て
だ
よ
！
」

と
微ほ

ほ

笑え

ん
だ
。

　

ま
た
、
眞ま

子こ

さ
ま
ご
訪ほ

う

問も
ん

に
つ
い
て
「
コ
ル
コ
ヴ
ァ

リ
オ
協き

ょ
う

会か
い

で
日に

っ

系け
い

人じ
ん

が
大だ

い

歓か
ん

迎げ
い

カ
リ
オ
カ
も
眞ま

子こ

さ
ま
フ
ァ
ン
に

１
１
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

式し
き

典て
ん

へ
出し

ゅ
っ

席せ
き

に

自じ

民み
ん

党と
う

横よ
こ

浜は
ま

市し

議ぎ

員い
ん

団だ
ん

が
来ら

い

伯は
く

音お
ん

楽が
く

や
劇げ

き

で
楽た

の

し
く
教お

し

え
学ま

な

ぶ

生せ
い

長ち
ょ
う

の
家い

え

青せ
い

年ね
ん

大た
い

会か
い

２
２
日に

ち

に

ー
ド
に
来き

て
く
れ
て
う
れ
し

い
。
日に

っ

伯ぱ
く

交こ
う

流り
ゅ
うの
歴れ

き

史し

は
長な

が

く
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

や
日に

っ

系け
い

人じ
ん

は
ブ

ラ
ジ
ル
に
と
っ
て
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な
民み

ん

族ぞ
く

。
そ
の
国く

に

の
お
姫ひ

め

さ
ま
の

訪ほ
う

問も
ん

は
す
ば
ら
し
い
こ
と
」

と
語か

た

っ
た
。

　

偶ぐ
う

然ぜ
ん

に
家か

族ぞ
く

旅り
ょ

行こ
う

で
来き

て

い
た
フ
ラ
ン
シ
ス
カ
・
ナ
ス

シ
メ
ン
ト
・
サ
ン
ト
ス
さ
ん

（
７
９
、北き

た

大た
い

河が

州し
ゅ
う）
は
、「
プ

リ
ン
サ
ー
ザ
が
訪ほ

う

問も
ん

す
る
と

は
知し

ら
な
か
っ
た
。
美う

つ
く

し
い

方か
た

だ
っ
た
わ
」
と
し
み
じ
み

と
語か

た

っ
た
。

　

同ど
う

日じ
つ

夕ゆ
う

方が
た

に
行お

こ

な
わ
れ
た

リ
オ
日に

っ

系け
い

協き
ょ
う

会か
い

の
式し

き

典て
ん

に
先さ

き

立だ

ち
、
眞ま

子こ

さ
ま
に
花は

な

束た
ば

を

渡わ
た

し
た
ユ
ゲ
・
ウ
ラ
ラ
（
７

歳さ
い

、
四よ

ん

世せ
い

）、
ニ
コ
レ
ち
ゃ

ん
（
８
歳さ

い

、
同ど

う

）
姉し

妹ま
い

。
眞ま

子こ

さ
ま
か
ら
花は

な

束た
ば

へ
の
感か

ん

謝し
ゃ

の
言こ

と

葉ば

を
受う

け
、握あ

く

手し
ゅ

し
た
。

式し
き

典て
ん

中ち
ゅ
うの
眞ま

子こ

さ
ま
と
の
交こ

う

流り
ゅ
うで
は
、
眞ま

子こ

さ
ま
か
ら
年ね

ん

齢れ
い

を
尋た

ず

ね
ら
れ
る
場ば

面め
ん

も
。

姉し

妹ま
い

は
「
嬉う

れ

し
か
っ
た
け
ど

恥は

ず
か
し
か
っ
た
」
と
は
に

か
ん
だ
。

　

生せ
い

長ち
ょ
う

の
家い

え

ブ
ラ
ジ
ル
伝で

ん

道ど
う

本ほ
ん

部ぶ

（
向

む
か
い

芳よ
し

夫お

理り

事じ

長ち
ょ
う

）
が
『
第だ

い

６
３
回か

い

青せ
い

年ね
ん

会か
い

全ぜ
ん

国こ
く

大た
い

会か
い

』
を
２
２
日に

ち

（
日に

ち

）

県
けん

連
れん

日
に

本
ほん

祭
まつり

、ついに開
かい

催
さい

（７） ２０１８年第５０４４号  ７月 ２１日 （土曜日）

初
しょ

日
にち

からほとんどのテーブルが埋
う

まる大
だい

盛
せい

況
きょう

だった

眞
ま

子
こ

さまに花
はな

束
たば

を贈
おく

るユゲ姉
し

妹
まい

「
シ
ン
パ
チ
カ
で
素す

敵て
き

な
方か

た

」

て
お
り
、
ぜ
ひ
ブ
ラ
ジ
ル
か

ら
も
来き

て
欲ほ

し
い
」
と
力ち

か
ら

を

込こ

め
た
。

　

田た

野の

井い

市し

議ぎ

も
「
東と

う

京き
ょ
うオ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
野や

球き
ゅ
う、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
は

横よ
こ

浜は
ま

で
す
。
中な

か

で
も
サ
ッ
カ
ー

は
、
日に

っ

韓か
ん

Ｗ
杯カ

ッ
プで
ブ
ラ
ジ
ル

が
優ゆ

う

勝し
ょ
う
を
決き

め
た
あ
の
ス
タ

ジ
ア
ム
で
決け

っ

勝し
ょ
うを
や
り
ま
す
。

ブ
ラ
ジ
ル
に
は
縁え

ん

起ぎ

が
い
い
場ば

所し
ょ

な
の
で
、
ぜ
ひ
ま
た
決け

っ

勝
し
ょ
う

に
勝か

ち
進す

す

ん
で
欲ほ

し
い
」
と

東と
う

京き
ょ
う

五ご

輪り
ん

へ
の
観か

ん

光こ
う

訪ほ
う

日に
ち

を

誘さ
そ

っ
た
。

　

フ
ン
シ
ャ
ル
移い

住じ
ゅ
う

地ち

か
ら
来ら

い

場じ
ょ
う

し
た
津つ

守も
り

真
ま
こ
と

さ
ん
（
８
３
、
山や

ま

口ぐ
ち

県け
ん

）。

１
９
６
７
年ね

ん

に
天て

ん

皇の
う

皇こ
う

后ご
う

両
り
ょ
う

陛へ
い

下か

が
同ど

う

移い

住じ
ゅ
う

地ち

に
電で

ん

撃げ
き

訪ほ
う

問も
ん

さ
れ
た
こ
と
を
、
眞ま

子こ

さ
ま
に
お
伝つ

た

え
し
た
言い

い
、

「
当と

う

時じ

の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ

質し
つ

問も
ん

さ
れ
た
。
眞ま

子こ

さ
ま
は

シ
ン
パ
チ
カ
で
素す

敵て
き

な
方か

た

」

と
語か

た

っ
た
。

　

同ど
う

協き
ょ
う

会か
い

の
婦ふ

人じ
ん

会か
い

会か
い

長ち
ょ
うを

２
０
年ね

ん

も
務つ

と

め
る
片か

た

山や
ま

ノ
エ

ミ
さ
ん
（
６
８
、
二に

世せ
い

）
は

「
眞ま

子こ

さ
ま
か
ら
『
婦ふ

人じ
ん

会か
い

の
仕し

事ご
と

は
大た

い

変へ
ん

じ
ゃ
な
い
で

す
か
』
と
ね
ぎ
ら
い
の
声こ

え

を

か
け
て
い
た
だ
い
た
。
リ
オ

市し

の
訪ほ

う

問も
ん

で
は
良よ

い
と
こ
ろ

も
色い

ろ

々い
ろ

見み

て
、
楽た

の

し
ん
で
い

た
だ
き
た
い
」
と
期き

待た
い

し
た
。

　

森も
り

巍た
か
しリ
オ
州

し
ゅ
う

日に
っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん

化か

体た
い

育い
く

連れ
ん

盟め
い

理り

事じ

長ち
ょ
う（
７
４
、
満ま

ん

州し
ゅ
う

生う

ま
れ
）
は
式し

き

典て
ん

後ご

、「
や

っ
と
一ひ

と

息い
き

つ
け
る
よ
」
と
ネ

ク
タ
イ
を
緩ゆ

る

め
た
。
森も

り

さ
ん

は
９
歳さ

い

で
ア
マ
パ
ー
州し

ゅ
う

に
移い

民み
ん

、
ゴ
ム
栽さ

い

培ば
い

を
経へ

て
マ
ン

ジ
ョ
ッ
カ
や
米べ

い

作さ
く

を
し
た
。

「
移い

民み
ん

し
て
か
ら
は
伯は

く

人じ
ん

の

学が
っ

校こ
う

に
通か

よ

い
、
日に

本ほ
ん

語ご

は
学ま

な

ん
で
い
な
い
。
皇こ

う

室し
つ

の
前ま

え

で

の
挨あ

い

拶さ
つ

は
緊き

ん

張ち
ょ
う

し
ま
し
た

よ
」
と
笑え

顔が
お

を
見み

せ
、「
今こ

ん

回か
い

の
皇こ

う

室し
つ

ご
来ら

い

伯は
く

は
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
プ
ラ
ス
に
な
る
。
若わ

か

い

人ひ
と

た
ち
が
集あ

つ

ま
っ
て
活か

っ

気き

付づ

い
て
く
れ
れ
ば
」
と
語か

た

っ
た
。

の
ひ
と
つ
で
、
名め

い

物ぶ
つ

「
味み

噌そ

串く
し

か
つ
」
を
提て

い

供き
ょ
うで
き
ず
来ら

い

客き
ゃ
くに
事じ

情じ
ょ
うを
説せ

つ

明め
い

し
て
い
た
。

同ど
う

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
小こ

林ば
や
し

平へ
い

八は
ち

さ

ん
（
６
７
）
は
「
ブ
ラ
ジ
ル

は
い
つ
も
こ
う
。
遅お

そ

く
て
も
昨

き
の
う

日
ま
で
に
確か

く

認に
ん

が
終お

わ
っ
て
な

く
て
は
い
け
な
い
の
に
」
と
た

午ご

前ぜ
ん

８
時じ

か
ら
午ご

後ご

４
時じ

ま
で
、
聖せ

い

州し
ゅ
う

サ
ン
ベ
ル
ナ

ル
ド
・
ド
・
カ
ン
ポ
の
体た

い

育い
く

館か
ん

（A
v. K
en
n
ed
y, 

115
5
,P
a
rq
u
e A
n
-

ch
ieta

）
で
開か

い

催さ
い

す
る
。
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う

料り
ょ
う４
５
レ
。

　

今こ
ん

回か
い

の
テ
ー
マ
は
「E

s-
cu
te su

a vo
z

（
自じ

分ぶ
ん

の
内う

ち

な
る
声こ

え

を
聞き

き
な
さ

い
）」。
午ご

前ぜ
ん

８
時じ

１
５
分ぷ

ん

か

ら
開か

い

会か
い

式し
き

が
は
じ
ま
り
、
日に

本ほ
ん

の
生せ

い

長ち
ょ
うの
家い

え

の
金か

な

内う
ち

崇た
か

幸ゆ
き

青せ
い

年ね
ん

会か
い

会か
い

長ち
ょ
うの
ス
ピ
ー
チ
を

上じ
ょ
う

映え
い

す
る
ほ
か
、
毎ま

い

年と
し

恒こ
う

例れ
い

の
バ
ン
ド
演え

ん

奏そ
う

コ
ン
ク
ー

ル
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
デ
ザ
イ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
、
創そ

う

作さ
く

劇げ
き

な
ど

も
行お

こ
な

わ
れ
、
楽た

の

し
み
な
が
ら

生せ
い

長ち
ょ
うの
家い

え

の
教お

し

え
を
学ま

な

ぶ
場ば

と
な
る
。

　

来ら
い

社し
ゃ

し
た
シ
ル
ヴ
ィ
ア
・

フ
ォ
ン
テ
ス
圓え

ん

環か
ん

ポ
語ご

編へ
ん

集
し
ゅ
う

長ち
ょ
う、
菊き

く

田た

エ
リ
カ
圓え

ん

環か
ん

日に
ち

語ご

編へ
ん

集し
ゅ
う

員い
ん

は
、「
色い

ろ

ん
な
イ
ベ

ン
ト
が
あ
っ
て
お
忙い

そ
が

し
い
と

こ
ろ
と
思お

も

い
ま
す
が
、
是ぜ

非ひ

お
越こ

し
く
だ
さ
い
」
と
来ら

い

場
じ
ょ
う

を
呼よ

び
か
け
た
。

　

問と

い
合あ

わ
せ
は
同ど

う

本ほ
ん

部ぶ

理り

事じ

長ち
ょ
う

室し
つ

の
三み

好よ
し

ニ
イ
デ
さ
ん

（
１
１・５
０
１
４・２
２
１
０
）

ま
で
。

日に

本ほ
ん

で
学ま

な

ん
だ
こ
と
を
ブ
ラ

ジ
ル
社し

ゃ

会か
い

で
活い

か
し
て
い
る
。

眞ま
こ

子こ

さ
ま
に
つ
い
て
「
お
も
て

な
し
の
心こ

こ
ろ

が
あ
り
親し

ん

切せ
つ

、
大た

い

変へ
ん

に
礼れ

い

儀ぎ

正た
だ

し
い
と
の
印い

ん

象
し
ょ
う

を
受う

け
ま
し
た
。
カ
リ
オ
カ

か
ら
も
敬け

い

意い

を
払は

ら

わ
れ
て
い

ま
す
よ
」
と
讃た

た

え
た
。
リ
オ

っ
子こ

か
ら
も
人に

ん

気き

を
得え

た
眞ま

子こ

さ
ま
。
伯は

く

国こ
く

各か
く

地ち

に
フ
ァ

ン
が
増ふ

え
そ
う
？
！

め
息い

き

混ま

じ
り
に
話は

な

し
た
。
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